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序章 テーマ設定 

◇研究テーマ 

本研究の目的は、現代人の持つ結婚観や家族観はどのようなものであるかを明らかにする

ことである。 

日本は、先進国の中でも婚姻率1が高い。1980 年代に比べると、結婚式のように正式な仲介

形式を必要としないパーティーで済ませるカップルが増加している（下開 2001）ものの、

依然として結婚式を行うカップルが半数以上いる。そこで私は、結婚式の雰囲気を決める

要因の一つであるウエディングソングには夫婦の結婚観・家族観が反映されているのでは

ないかと思い、ウエディングソングへの表象はどのように行われているのか調査してみた

いと考えた。結婚に対する現代人の意識を研究・調査したものは既に多くあるが、現代人

の結婚観を探る際に結婚式・披露宴・パーティーで使用するウエディングソングを切り口

としたものはまだない。社会学者の見田宗介が言うように、流行歌はメロディが支持され

ることでヒットしている場合も多いため、歌詞分析には有限性があることは承知している

が、「流行」歌であること自体がすでに大量的現象であることを前提としていることから、

結婚に対する意識を特定の人物にアンケート調査した場合のような個人に特有の現象であ

るかもしれないという危険性をまぬがれることができるという見田の論考を支持する。 

以上のような理由から、今までの結婚式の変遷を理解した上で、現代の結婚式の際に使用

されるウエディングソングの歌詞を検証することによって、現代夫婦がどのような結婚

観・家族観を持っているか考察したい。 

 

◇先行研究 

・下開千春,2002,『現代女性の結婚式に対する意識と実態』 

婚姻届の提出とともに、結婚式は、結婚における社会的承認の場としてその社会的機能を

果たしてきたが、今日においては結婚式にまつわる慣習の変化が激しい。アンケート調査

による現代女性の意識をみると、婚姻届の提出は結婚における社会的承認の重要な役割を

失ってはいないが、結婚式自体は必ずしも必要なものとされなくなってきている。 

・板谷裕美子,2007,『女性雑誌投稿文から見る未婚女性の恋愛と結婚観』 

結婚を介して恋愛と性は関係性を変化させるが、未婚女性において恋愛と結婚に対する捉

え方がどのように変化したかを、女性雑誌アンアンにおける読者投稿欄を対象に分析。現

在のような恋愛結婚の主流化は 1980 年代において始まり、恋愛における「自分磨き」とい 

う価値観は 1990 年代に現れ、現代の恋愛を語る上で切り離せないものとなったと述べた。 

 

・三浦怜子,2002『結婚式に対する男女の意識の差』 

                                                   
1  厚生労働省,『「婚姻に関する統計」の概況』 

アメリカ、イギリス、ドイツ、フランス、スウェーデンの中で常に婚姻率 2~3 番手 



結婚式・披露宴に対するイメージは男性と女性でどのように違うかインタビュー形式で調

査。現在において、結婚式・披露宴は女性主体という構図で行われており、それを男性は

比較的寛容に受け止めている。しかし女性が「華やかな演出をして祝福されたい」と見た

目にこだわるのに対し、男性はそのような女性を尊重しつつ「けじめである」と考えてい

るため、企画の内容や人選にこだわるということがわかった。流行としては「派手婚」か

ら「地味婚」へと変わり、形態が多様化していることを示唆。式や披露宴をやりたくない

という人が増えてきていると指摘した。 

 

◇研究手法 

戦後以降の結婚式の変遷を追い、見田宗介の『近代日本の心情の歴史‐流行歌の社会心理

史‐』を参考にモチーフ分析・歌詞分析を行う。時代の心情の記号としての大衆芸術に代

表される流行歌を用いる理由は以下の見田の意見を引用したい。「大衆芸術は、民衆によっ

てではなく、民衆に向けてつくられたものであるため、製作者という屈折する要因を媒介

としての反映であるという難点がある」ものの、「大衆芸術は、それを享受する時代の民衆

の精神の何らかの側面に共鳴盤を見出さなければ成功を望みえないから、結果からみて成

功した大衆芸術（「ヒットソング」等）は、その時代の民衆の中の、少なくともある一定の

社会層の、ある一定の心情の側面を反映しているとみることはできる。」また、「流行歌が、

大衆芸術の他の諸様式―舞台芸能や大衆小説や映画やテレビ番組と決定的に異なるところ

は、それが時代の民衆に、受動的に享受されるばかりではなく、民衆がみずからそれを口

ずさみ（あるいは放歌し斉唱し）能動的に参与することをとおしてはじめて流行歌たりう

る」「時代の民衆の支配的な情緒ないし「気分」との照応関係はいっそう濃密なものと思わ

れる」「流行歌は（さまざまな制約や限界をもってはいるが）時代の民衆の心情のありかを

知るための資料としては、最もすぐれた資料の一つであるといえよう」 

見田の指摘したように、私も流行歌を用いて時代の心情分析することに有益性があるよう

に考えている。以上の理由から、私は見田の行った流行歌研究を用いて結婚式の際に重要

な役割を担うウエディンソングを分析することで、現代のウエディングソングを読み解き、

現代に流行する結婚観の傾向を明らかにしていきたいと考えた。 

具体的な手法は、モチーフ分析と歌詞分析である。モチーフ分析では、あらかじめ、「おど

け」「喜び」「希望」「祝福」「慕情」「感謝」「決意」「郷愁」「あこがれ」「励まし」「友情」「親

子愛」「兄弟愛」「自立」「幸福」「永遠」の 16 因子を設定し、それぞれの流行曲に因子群を

あてはめた。モチーフ分析を行う対象となる曲は、カラオケ JOYSOUND×UGA2011 早見

本のウエディングジャンルに掲載されているものを参考にした。JOYSOUND×UGA 早見

本を使用した理由は、1950 年代から現在に至るまで結婚式で定番となっているウエディン

グソングがまとめられていること、それらウエディングソングは、実際に歌われたり、聴

かれたり、結婚式で使われるなどして支持されていると判断したためである。 

歌詞分析では、曲に含まれる歌詞を抽出しそこで使用される単語の意味から心情を読み取



っていった。 

なお、それらの分析の際に①1954～1979②1980～1989③1990～1999④2000～2005⑤

2006～2011 の亓つの時期区分によって傾向分析を行った理由は、第１章の結婚式の変遷に

対応したためである。 

 

◇構成 

第一章では、戦後の結婚式の変遷と近年流行している結婚式を先行研究と統計データを参

考にまとめる。 

第二章では、見田宗介の『近代日本の心情の歴史-流行歌の社会心理史-』を参考に結婚式で

使用される歌詞の付いた歌謡曲を一覧表（資料①）にし、流行歌における心情のモチーフ

比率消長表（資料②）を使用して、1950 年代から現代に流行したウエディングソングの特

徴をまとめる。 

第三章では、第一章で述べた近現代の結婚式と歌謡曲にどのような連関性がみられるかに

ついて考察を行う。 

第四章では、第三章の考察を踏まえまとめを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第1章 結婚式の歴史的変遷 

1-1 挙式スタイル 

結婚式の歴史的変遷を見るうえで必要な挙式の種類について説明する。 

挙式のスタイルは大きく分けて 4 つある。①神前式②教会式③人前式④仏前式である。 

①神前式 

神前式の歴史は新しく、現在のような形に整えられたのは明治時代である。神道の教えに

基づき、結婚を先祖の神々に報告するという考え方に沿って執り行われる。 

1900 年に、当時の皇太子と九條節子妃のご成婚の儀が皇居内の天照大御神を奉る御殿の前

で行われたのがきっかけである。翌 1901 年、日比谷大神宮（現在の東京大神宮）により神

前挙式は創始された。戦後、一般にも普及していった。 

②教会式 

教会式はキリスト教の教えに基づき、神の許しを得て生涯変わらぬ愛を誓うという考え方

に沿って執り行われる。近年増加している挙式スタイルであるが、未信者の場合宗教上の

制約がないホテルや専門式場を選ぶ人が多い。会場はウエディングチャペルと呼ばれる結

婚式のために作られた教会風の建物である。 

③人前式 

人前式は、教会や神前での結婚式のように神仏に結婚を誓うのではなく、両親・親戚・友

人・知人など列席者全員の前で結婚を誓い、承認してもらうスタイルである。日本では戦

前まで、花嫁が花婿の家に仲人に手をひかれて入り、両家の親族が見守る中、三々九度を

執り行い結婚が成立する人前式が主流であった。 

④仏前式 

仏前式では、仏教の教えに基づき仏様・ご先祖様の前で結婚を報告し、来世での契りを誓

うスタイルである。1892 年、浄土真宗宗本願寺派の藤五宣正が東京白蓮社会堂で挙げた結

婚式が最初であると言われている。宗派によって進行が異なるが、式の中心になるのは、

新郎は白い房のついた数珠を、新婦は赤い房のついた数珠を僧侶から授かる「念珠授与」

である。 

 

1-2 戦後～2000 年代の結婚式 

① 戦後～1969 年 

戦後の民主改革によりイエ制度が解体されると、結婚式も、それまで多く行われていた人

前式から神社などで行う神前式へと変わる。昭和 22 年に総合結婚式場「明治記念館」がで

きると、全国の神社が積極的に挙式を司るようになり、その結果ほとんどのカップルが神

前式で行った。その割合は 84.4％を占めた。 

1965 年になると、高度経済成長期、戦後のベビーブームで生まれた団塊の世代が結婚適齢

期を迎え、婚姻数は 103 万組を超える。1961 年になると『司会のすすめ方と話し方』が製



作され（明治記念館のあゆみ）、式次第のイベントを「披露式」をもつ形に整理された。こ

の式次第では、当時は少数であったが乾杯の後にケーキ入刀、お色直しも組み込まれた。

披露宴自体が「式」から「宴会」として分離し、披露宴儀式化の第一歩となった。（2004,

田澤・境） 

1970 年代には芸能人・有名人の結婚式がテレビ中継されると、ウエディングドレスの結婚

式に憧れを抱く人が増え、教会式が増加し 6.8％となった。芸能人の結婚式に見られるよう

に披露宴の演出も豪華になり、キャンドルサービス、ドライアイスの使用、エレクトーン

による音楽も演奏されるようになったがそれらはまだ少数で、主流は神前式であった。人

前式は 60 年代に比べ減少して 7.4％であった。 

1970 年代以降結婚式は“見せる”ものとなり、経済的豊かさを下支えに結婚式はショー化・

イベント化し始める。新郎の両親へ新婦から、新婦の両親へ新郎から花束を贈呈する習慣

もできた。 

 

② 1980～1989 年 

1980 年代も、神前式が主流である。しかし、1981 年にダイアナ妃がロイヤルウエディング

を行うと教会式の憧れが増え、14.5％のカップルが教会式で行うようになる。 

80 年代後半になると、結婚式は主に式場で行われるようになり、結婚式全体にかける金額

や招待者数の多い「派手婚」2が流行するようになった。会場装飾や婚礼料理も豪華なもの

となり、何回もお色直しが行われ何段にも重なったウエディングケーキ入刀など、派手な

演出で豪華絢爛な式を行う人が増えた。 

 

③ 1990～1999 年 

1990 年代は 80 年代に引き続き神前式が主流で 55.7％、次いで教会式が 38.3％、人前式は

減少し 6.0％であった。 

バブルが崩壊すると、社会的に深刻な景気低迷に陥り、派手婚が影を潜め、地味婚と呼ば

れる規模の小さな結婚式が流行し始める。この 1990 年代に、結婚式場業はブライダル産業

へと急成長したため、専門式場が独占していた結婚式場業は低迷し、ホテルで挙式・披露

宴を行う傾向が強まっていった。それに伴い教会で結婚式を行うカップルも増加した。ま

た、1992 年に『結婚ぴあ』3『ゼクシィ』4といった結婚情報誌が創刊され、婚礼の決定権

                                                   
2 派手婚 

「派手な結婚式」の略。お金をかけた派手な演出や衣装、料理を振舞う挙式・披露宴を意味する。

有名芸能人が高額で派手な演出の披露宴を行うと、そうした結婚式をメディアが「派手婚」と報

道した。（日本語俗語辞書より） 
3 結婚ぴあ 

ぴあ株式会社が発行していた結婚情報誌。2008 年結婚事業から撤退したため今は廃刊している。 
4 ゼクシィ 

リクルートが発行している結婚情報誌。結婚費用の相場、結納や仲介人の実施率、ハネムーンの

行先など多岐にわたる結婚データを毎年秋に発表している。 



がカップル主体に変化してきたことで、バブル経済期に現れた豪華で派手、仲介人をたて

高砂殿を設ける画一的な結婚式から、多様化した婚礼スタイルへと変化した。ハワイを中

心とした海外挙式や、挙式・披露宴をやらないカップルも現れた。これは当時、「結婚式を

挙げず、入籍しかしない芸能人がカッコイイ」。（ゼクシィ首都圏版伊藤編集長）とみられ

ていたことと関連していると思われる。 

そして、90 年代後半に洋風の邸宅を貸し切って式を行うことのできるゲストハウスが登場

し、結婚式の形態は更に変化を迎える。ゲストハウスで、よりオリジナルな結婚式ができ

るようになり、ホテルや結婚式場などの会場にもこだわらない人が増加した。 

 

④ 2000～2005 年 

2000年代には教会式が64.2％となり、ついに過半数を占める。神前式は18.2％まで減少し、

それまで減少傾向にあった人前式は、比較的自由度が高く列席者に承認してもらえるとの

理由から 17.0％に上昇する。 

2000 年代に入ると、あたたかな雰囲気が特徴の「アットホーム婚」と呼ばれる招待者との

距離が近い結婚式が好まれるようになる。ゼクシィ結婚トレンド調査 2003 によると、結婚

式を挙げた人の 73.1％が「アットホームなムード」を心がけたという。「アットホームウエ

ディング」の特徴は、地味（小規模・安価）であることと親しい友人を中心としたプライ

ベートな雰囲気であることである。結婚費用の減少、全招待者の内友人の占める割合の増

加がみられる。（諏訪部,2004） 

  

1-3． 近年流行している結婚式（2006～2011 年） 

2000 年後半からは、「おもてなし婚」5の傾向が出てくる。リクルート「ゼクシィ結婚トレ

ンド調査 2009」で 9792 人を対象にしたアンケートで披露宴を挙げた理由を聞いたところ、

「親に感謝したい」（68.6％）と答えたものが最も多く、次いで「親・親族に喜んでもらう

ため」（54.0％）と続いた。結婚式（挙式、披露宴、パーティー）の費用を聞いたところ、

総額は 325 万 7000 円で昨年よりも 5 万円減少しているのにも関わらず、招待客一人あたり

の費用は 5 万 3000 円で昨年より 2000 円増加していた。項目別に見てみても、「ギフト」「ビ

デオ撮影」などが増加傾向にあり、親・親族・友人に感謝を示したい、喜ばせたいという

意識があることが分かっている。 

具体的には、挙式の際に音楽を自分たちで選び（43.8％）、披露宴では「（ウエディングケー

キを互いに食べさせあう）ファーストバイト」（75.4％）、「会場装花を持ち帰れるようにす

る」（73.9％）、「親に花束を贈呈する」（72.7％）という演出を行っている。 

                                                   
5 おもてなし婚 

ゲストをもてなすことがメインとなる結婚式を意味する。足を運んでくれたゲストに喜ん

でもらうことを目的としている。料理や演奏などに力を入れ、ゲームなどをゲストに参加

してもらって楽しむものなどがある。（日本語俗語辞書より） 



挙式・披露宴の演出をする際に心がけたことはという質問では、2000 年代前半の特徴であ

った「アットホームなムードになること」という回答は 05 年 64.7％から 09 年 65.7％とほ

ぼ変わっていないが、列席者を退屈させないこと、感動的な挙式にすること、親の意見や

気持ちを大切にすることが徐々に上がっている。 

ゼクシィ首都圏の伊藤編集長は、「これから結婚式を挙げるのは「1986-1988 年生まれ」が

多い。アラサ―世代の親は団塊の世代が多いが 20 年代前半の親の世代はそうではなく、親

子の仲が非常に良いことが特徴に挙げられる」と言っている。結婚費用（結納、挙式、披

露宴・披露パーティー、二次会、新婚旅行合わせて）の親・親族からの援助有無を聞くア

ンケートでも、援助があったという人が 05 年 73.4％から 09 年 78.1％に上がっており、親

に実際に援助を受ける人の数の増加とともに親に感謝をする人が増加していることが分か

る。また、現在 20 代前半の人は「デジタルネイティブ」とも言われており、中学・高校生

のころから携帯電話を持ち人と繋がっていた。デジタルネイティブ世代は、人との繋がり

重視するため、結婚式にもその意識が反映されることが考えられる。 

 

第2章 ウエディングソングの変遷 

流行曲を選出し、全 202 曲を対象に分析を行った。資料①は、ウエディングソングのリス

トである。曲名、歌手、作詞、作曲、曲を象徴する歌詞を年代順に並べ、あらかじめ用意

したモチーフの因子を割り振っている。 

 

各年代のウエディングソングの特徴（全 202 曲） 

①1954～1979 年 

1954～1979 年は、他の年代と同じように「慕情」がテーマとなっており、他の年代に比べ

ると「おどけ」「郷愁」「幸福」のモチーフをテーマとした曲が多くあった。 

この年代に特徴的なのは、歌詞中に「結婚」「お嫁」「嫁ぐ」といった単語が多く使用され

ることにある。題名にも、『嫁ぐ日まで』（吉永小百合）、『お嫁においで』（加山雄三）、『結

婚しようよ』（吉田拓郎）、『花嫁』（はしだのりひことクライマックス）、『瀬戸の花嫁』（小

柳ルミ子）、『嫁に来ないか』（新沼謙治）と、それらの単語を使用した曲が多くある。 

また、題名に結婚に「結婚」を関連させる単語が使われていなくても“森の小さな教会で 

結婚式を あげました”（チェリッシュ『てんとう虫のサンバ』）、“雪のような花嫁衣装を

着るのか”（かぐや姫『妹』）など、「結婚」自体をテーマとした曲が多く「慕情」のモチー

フの中でも結婚の占める割合が高くなっている。それだけでなく、“嫁ぐ日までは 強くひ

とりの人を 描き求めて生きて”（吉永小百合『嫁ぐ日に』）、“愛ひとすじに 生きぬいて

おくれ 一人の人に”（加山雄三『ぼくの妹に』）、“俺の愛する女は 愛する女は 生涯お

前ただ一人”（さだまさし『関白宣言』）など純愛を表現した歌詞が多く、当時純愛があこ

がれの対象となっており、結婚で結ばれるという恋愛観が流行していたことが分かる。 



男性が歌う「慕情」の曲は“僕のお嫁においで”（加山雄三『お嫁においで』）、“町の教会

で 結婚しようよ”（吉田拓郎『結婚しようよ』）、“嫁に来ないか 僕のところへ”（新沼謙

治『嫁に来ないか』）、“もしも もしも 出来ることでしたらば この人をお嫁にちょうだ

いませませ”（さだまさし『雤やどり』）といったプロポーズの内容が多い。女性が歌う「慕

情」の曲は、慕う感情が全面的に描かれたものが多く、“あなたと二人 二人のために世界

はあるの”（佐良直美『世界はふたりのために』）、“あなたに私は 夢中 恋しちゃうわ”（ち

あきなおみ『四つのお願い』）、“あなたの島に お嫁に行くの”（小柳ルミ子『瀬戸の花嫁』）、

“あなたが好き とっても好き 私はあなたのすべてにいつも 夢中なの”（キャンディー

ズ『あなたに夢中』）、“あなたが生きがいよ 一人にさせないで”（八代亜紀『あなたと生

きる』）などの歌詞が多い。女性が「あなたに夢中」「男性なしでは生きていけない」とい

った依存型の恋愛観を持っていることが読み取れる。またこの年代では、男性が「結婚し

よう」と誘い、女性が夢中な対象である男性のところへ「お嫁に行く」という結婚観が持

たれていたと考えられる。 

最後に、「郷愁」のモチーフが多かったことについて考えたい。見崎鉄が『J ポップの日本

語‐歌詞論‐』で“かつて 50 年代後半から 60 年代の高度経済成長期にかけて、田舎から

都会の大量の労働人口の移動にともない、望郷歌謡曲が流行した。田舎に残った者が都会

へ出て行った者を思いやる歌や、逆に、都会へ出て行った者が田舎を恋しく思う歌が次々

に作られた”と述べていることからも、この年代は他の年代に比べ「郷愁」がテーマの曲

が流行していたことが分かる。女性が田舎から上京し、嫁ぐという現象がこの年代に多く

起こったためであると考えられる。歌詞にある移動手段は「汽車」が多く、「汽車に乗って」

という表現が多く使われ、「郷愁」を示すのに使われていたと考えられる。 

 

②1980～1989 

1980～1989 年は、60・70 年代に比べると直接的に「結婚しよう」というプロポーズの内

容が減少し、「夫婦」という単語を使った二人を歌った曲が増加した。“おまえと酒が あ

ればいい”（川中美幸『ふたり酒』）、“曲がりくねった坂道だけど ついてゆきます 夫婦

坂”（都はるみ『夫婦坂』）、“夫婦善哉 今日も可愛い 馬鹿になる”（石川さゆり『夫婦善

哉』）など、夫婦について歌った曲が見られるようになったのである。また、「結婚」とい

う単語を直接使わずに、おどけて“お嫁サンバ あの人この人（あの人この人）ハネムー

ン”（郷ひろみ『お嫁サンバ』）と表現したり、“青空のウエディングドレス 夢の中に包ま

れて”（おニャン子クラブ『ウエディングドレス』）と結婚へのあこがれを表現したりする

ようになった。他の年代に比べ「喜び」「あこがれ」のモチーフが多かったのは、ウエディ

ングドレスや夫婦での新しい生活に夢を見る内容の曲が多かったためである。 

また、1980 年代に入ると英語を使った曲が増えた。『本気でオンリーユー（Let’s Get 

Married）』（竹内まりや）のように歌詞全てを英語で歌った曲をはじめ、『BELIEVE』（ハ

ウンド・ドッグ）、『LOVE IS ALL‐愛を聴かせて‐』（椎名恵）、『ONLY LOVE』（は



ウド・ドッグ）、『SUMMER CUNDLES』（杏里）、『LOVE SONG』（氷室京介）、

『 ANNIVERSARY ～ 無 限 に CALLING  YOU ～ 』（ 松 任 谷 由 実 ）、『 WALK 』

（CHAGE&ASKA）など題名自体英語の曲が増えた。歌詞にも英語が多く使われるように

なり、“生まれ変わっても めぐり逢いたい I love you”（ハウンド・ドッグ『BELIEVE』）

のように日本語と英語を組み合わせた表現が流行するようになった。 

1980 年代では、女性の心情も大きく変化を見せた。60・70 年代に引き続き、“ついてゆき

ます”（都はるみ『夫婦坂』）、“女なら何より愛を選ぶわ”（椎名恵『LOVE IS ALL‐愛を聴

かせて‐』）のように男性に追従し、愛に生きる女性の気持ちを歌った曲も多くあるものの、

“I will follow you あなたの生き方が好き”（松田聖子『赤いスイートピー』）のように男性

の生き方を支持し、「生き方が好き」と選ぶ女性が登場し始めるのである。また、“感じて 

あたりまえのありったけの心の声（中略）さわって くりかえす明日を乗り越えてゆくの

ね”（今五美樹『瞳がほほえむから』）のように男性と女性が対等に恋愛している様子を感

じさせる曲も出始める。特に『結婚のススメ』（広瀬香美）は、“私の仕事がら当分は公に

できないから（中略）子どもは産む予定ないないし いわゆるディンクス6ってやつよ”と

働く女性の自立した生き方における結婚観を表している。また、“パパやママには内緒なの 

何度か会わせたんだけれど（中略）「娘はやれないっていうから」”“婚姻届にもサインして

忘れずに持ってくの 丘の上の教会のお庭にそっと埋めるの（中略）知恵を絞って考えた

苦肉の策なの”と、婚姻届を出さない事実婚であることもほのめかしている。社会的承認

を求めず、愛に生きる新しい女性の在り方を『結婚のススメ』は示しているのである。し

かし、教会へ“カードの三回払いで 仕事着にもなるワンピース ドレスのかわり”に着

て行くと言っていることから、形式的な結婚にはこだわらないという態度を示しつつも結

婚の象徴であるウエディングドレスへのあこがれを実は持っていることが分かる。女性が

男性の家へ嫁ぐことが「幸福」であると考えられていた恋愛観から、女性と男性が対等に

恋愛し、各々の結婚の形を模索するようになり始めたのが 80 年代であるといえる。 

 

⑤ 1990～1999 

1990 年代は、「慕情」のモチーフをテーマとした曲が多い。全年代の中で、一番多くウエデ

ィングソングとして歌われている曲が発売・流行しており、恋愛自体を取り扱った内容の

曲が多くあるためである。『愛は勝つ』（KAN）、『愛しい人よ Good Night』（B’z）、『We Are 

Love』（松田聖子）、『ふたりの愛ランド』（石川優子＆チャゲ）、『愛があれば大丈夫』（広瀬

香美）、『愛してる』（米米 CLUB）、『いつまでも変わらぬ愛を』（織田哲郎）、『ONE‐愛は

ふたりの言葉だから‐』（杏里）、『愛を語るより口づけをかわそう』（WANDS）、『愛のため

                                                   
6 ディンクス 

DINKS（Double Income No Kids）の頭文字をとったもの。意識的に子どもを作らない、

共働きの夫婦のこと。 

渡辺和博,1988,夫婦鑑－DINKS 式の波に洗われる日本の若き夫婦たち その生活と思い,

タラコプロダクションより 



に』（奥田民生）と題名にも「愛」や「Love」という単語を多く使用している。「幸せ」と

いう単語は『しあわせになれ』（米米 CLUB）、『幸せになってよ』（SAMP）、『幸せになる

めに』（中山美穂）、『嫁いだ娘の幸せを』（三船和子）、『幸せをつかみたい』（広瀬香美）、『幸

せのドア』（中西保志 Duet with 沢田知可子）など、題名にも多く使われた。また、大ヒ

ットした『ラブ・ストーリーは突然に』（小田和正）のようなロマンティックな恋愛観を表

現した曲が多く流行する。1990 年代は、1970・80 年代のように結婚に直結していく恋愛

というよりも、自由な恋愛について歌われる傾向が見られるようになる。男性は「結婚し

よう」とプロポーズするのではなく、「守りたい」「安心させたい」と告白するようになる。

“君のことを守りたい そのすべてを守りたい”（チェッカーズ『夜明けのブレス』）、“君

をずっと守りたい”（B’z『愛しい人よ GoodNight』）、“君のためにつばさになる 君を守り

続ける”（小田和正『ラブ・ストーリーは突然に』）“君をいつでも安心させるよ だって君

は僕の宝物”（牧原敬之『君は僕の宝物』）といい、男性が「ついてこい」と引っ張る恋愛

から「守る」という形で寄り添っていく恋愛に変化したことが分かった。 

また、「二人」という言葉を使用した曲も 70・80 年代以上に多くなる。「二人」の「幸せ」

という表現が増え、「結婚」という表現を置き換えるようになっていく。見崎鉄の『J ポッ

プの日本語‐歌詞論‐』では、1990 年代の曲を歌詞分析しているが、当時ヒットしている

曲のおおよそ四曲に一曲は二人という単語が使われていると述べている。見崎は「二人」

という単語が気に入られる理由として言葉の響きの良さを挙げる。それだけでなく恋愛は

“べっとりとした拘束的なものでなく、もっとサラッと軽く＜ずっと二人一緒でいようね

＞といったほうがさわやかでカッコいい”という考えが持たれるようになったことを指摘

する。また見崎は、「二人」でいる状態と同じであるとして「そばにいて」という表現の仕

方にも言及する。“二人でいながら相手に左右されたくないという矛盾した要求を＜そばに

いて＞というお互いの干渉を排した言い方でクリアするのだという。 

 女性の歌い手では、“男らしさに 涙が出ます”（三船和子『だんな様』）のように男性に

ついていく女性の歌もあるものの、80 年代に登場した強い女性の気持ちを表現した曲が、

90 年代でも引き続き多く表れる。プロポーズを早くしてほしい女性の気持ちを表した“プ

ロポーズはまだなの いつまで待たせるの ケーキにナイフいつ入れるの”（松田聖子『未

来の花嫁』）の歌詞からは、女性が正直に気持ちを表現することができるようになったこと

がわかる。男性の呼び方も変化し、“仕事も恋愛も私大切だけど アイツの笑顔は最高の宝

物”（今五美樹『雤にキッスの花束を』）と、それまで女性の歌い手は「あなた」と表現す

ることの多かった男性のことを「アイツ」と呼ぶようになる。『雤にキッスの花束を』は仕

事も恋愛も頑張っている女性が、相手の男性にプロポーズされる曲である。この曲では“夢

見てるようなプロポーズ！ルージュもとれてしまった顔 ねぇ本当に私でいいの？”と、

家庭的な妻にはなれないが大丈夫であるかどうかの不安を持ちつつ、憧れていた「結婚」

や「プロポーズ」への喜びを歌っている。結婚した妻が、家庭の温かさを歌っている『家

に帰ろう』（竹内まりや）では、親しみを込めて“見飽きたあなた”と言ったり、『あくび



がしたい』（平松愛理）では“あなたと あくびがしたい ねぇ一緒に暮らそう”と同棲の

誘いをしたり、『結婚しようね』（Kiroro）では女性から男性に“聴こえるウエディングベル 

あなたと歩きたい”と言っている。 

『部屋と Y シャツと私』では、“お願いがあるのよ あなたの苗字になる私 大事に思うな

らば ちゃんと聞いてほしい”と理想の夫婦像を歌っている。同曲は 70 年代に発売された

『関白宣言』（さだまさし）のアンサーソングと言われ、“いつわわらないでいて 女の勘

は鋭いもの あなたは嘘つくとき右の眉が上がる”“もし私が先立てば オレも死ぬと云っ

てね 私はその言葉を胸に 天国へと旅立つわ あなたの右の眉 みとどけたあとで”と

最期まで共に生きる夫婦となることを表している。 

 

⑤2000～2005 

2000 年代に入ると、題名に「結婚」「ウエディング」といった表現が再び増える。しかし、

「慕情」ではなく、当事者からの「感謝」を示したものや親（「親子愛」）や友達（「友情」）

からの「祝福」「励まし」を表した内容が多いのが特徴的である。男性が女性にプロポーズ

する内容の“一生一緒にいてくれや みてくれや才能も全部含めて”（三木道三『Lifetime 

Respect』）、“可愛い歳月を 君と暮らせたら”（スピッツ『君と暮らせたら』）、“そして二

人で手をつなぎ しあわせになろう”（長渕剛『しあわせになろうよ』）という曲もあるが、

90 年代に引き続き「結婚しよう」とは言わず「一緒にいてくれ」「君と暮らしたい」「しあ

わせになろう」と告白している。そして男性のプロポーズよりも多かったのは、「親子愛」、

「友情」、「感謝」のモチーフをテーマとした曲である。“あー父さん母さん（アイヤイヤー）

あー感謝してます（ハイ！ハイ！）”（モーニング娘。『ハッピーサマーウエディング』）、“一

言言わせてください 悪いけど母さん達より チョット幸せになります（中略）父さん あ

りがとう”（大森うたえもん『Wedding EVE』）、“お母さん 今日まで ありがとう 明日

からも よろしくね”（おけいさんと安倍なつみ『母と娘のデュエット』）では、父母への

感謝、“あなたの 元気が 大好きよ 結婚しても 遊びましょう”（おけいさんと安倍な

つみ『母と娘のデュエット』）では子供への祝福、“三々九度で そこの新郎に告ぐ 迷わ

ず行けよ 男だったら”（気志團『結婚闘魂行進曲』）では友人への励ましを表現している。

「決意」「永遠」のモチーフをテーマとした曲が増加する。“何よりも強い気持ちで 僕は 

君を守り続ける”（CHEMISTORY『君をさがしてた～New Jersey united』）、“永遠誓うの

じゃ やっほぃ！”（ミニハムず（みにもに。）『ミニハムずの結婚ソング』）、“旅をしよう 

いついつまでも”（川江美奈子『いついつまでも』）、“降り注ぐ幸福に 永遠を誓おう”（Keyco

『しあわせのリズム』）、“共に歩き 共に探し 共に笑い 共に誓い”（コブクロ『永遠と

ともに』）など、「永遠」を誓うことが特に大切だという風潮が強まり、「永遠」の愛を求め

る結婚観を持っていることが分かる。 

 

⑥2006～2011 



2006～2011 年は、「あこがれ」「友情」「親子愛」のモチーフをテーマとした曲が他の年代

に比べ多い。友人に宛てた曲では、“マサオ しあわせになれ！”（青春愚連隊『マサオ』）、

“なあ親愛なる友へ 何処へ行こうとお前のもとへ届ける”（Hilcryme『純也と真菜美』）

のように題名や歌詞に友人の名前が登場させたり、“これからずっとふたりで（中略）幸せ

になっちゃえよ”（ロクセンチ『幸せになっちゃえよ』）、“今日は僕たちの 友達のウエデ

ィングパーティー”（馬場俊英『ハッピー・ウエディング』）、“今日は今までの どんな君

より 素晴らしい 赤い糸で結ばれてく”（木村カエラ『Butterfly』）、“一度きり特別な日 

心から想いをこめて 贈りたい はなむけのうたを 二人に”（テゴマス『はなむけ』）、“友

よ…おめでとう（中略）今、君はこの世界永遠の愛を知るんだ”（MASH『おめでとう』）

などのように結婚式当日の設定で友人を祝福したりしている。母親の結婚を祝う『ママの

結婚』（坂田おさむ）の他は、“アナタのもとに生まれ落ちたことは こんなにも幸せだっ

た”（かりゆし 58『アンマ―』）、“父よ 母よ あなたたちの大きな愛情で こんなに立派

に育ちました”（FUNKEY MONKEY BABY『My home』）、“あなたの元に生まれて 本当

によかったと 今こうして 胸を張って言いきれる”（大橋卓弥『ありがとう』）、“あんが

とな 生んでくれたお袋”（遊助『たんぽぽ』）、“パパ ママ ありがとう”（MINMI『ア

ベマリア』）など父母に「感謝」を示す曲が多い。「生んでくれてありがとう」「育ててくれ

てありがとう」と言うだけでなく、おかげで結婚を迎えるまで立派に育ったことを報告す

る内容となっている。また、父母の結婚生活に「あこがれ」を持ち、目標にしていること

を歌った『家族になろうよ』（福山雅治）も親世代の生活を送りたいという家族観が現れて

いる。同曲では“いつか父さんみたいに 大きな背中で（中略）どんなことも乗り越えて

ゆける 家族になろうよ”と女性に向けて歌っており、「結婚しよう」「夫婦になろう」と

言うのではなく「家族になろう」と言っているところが特徴的である。 

 

第3章  考察 

結婚式の変遷とウエディングソングの変遷との関連 

1 章で詳しく取り上げ戦後～近年流行の結婚式の形態と、2 章で詳しく取り上げた戦後～

2011 年のウエディングソングの特徴を年代毎に照らし合わせ、結婚式の形態の変化とウエ

ディングソングの特徴の変化はどのように関連していたかを考察する。 

 

①戦後～1979 年 

戦後以降、結婚は社会的承認を受けるため、婚姻届の提出と挙式・披露宴が広く行われた。

（下開,2002）恋愛結婚が普及したことで、結婚することは恋愛の延長として意識されるよ

うになった。そのため、結婚すること自体をテーマにした曲が多く流行した。 

歌詞に「つのかくし」「白無垢」といった単語が多く登場するのは、約 8 割のカップルが神

前式で結婚式を行っていたため結婚を象徴する衣装であったためである。 



また 1970 年代に、芸能人のテレビ中継の影響で教会式への憧れが強まったため、実際は多

くの夫婦が神前式で結婚式が実施していたのにも関わらず「教会」で式を挙げるという内

容の曲が多く見られた。 

 

② 1980～1989 年 

1980 年代は、女性の社会進出が進み、家族やカップルの中で男女が平等であること、愛情

や性について個人としての選択ができるようになった。85 年には男女雇用機会均等法が制

定され、女性の地位は社会的に向上した。流行曲でも、『結婚のススメ』（広瀬香美）のよ

うに仕事を持ちながら恋愛する女性を主人公した曲が多くなり、女性の持つ結婚観を代弁

した。 

80 年代後期には「派手婚」が登場した。『お嫁サンバ』（郷ひろみ）や『うれしい！たのし

い！だいすき！』に見られるような自由で明るく盛り上がるような恋愛についての曲が流

行した。「慕情」をテーマとした曲の中が多く、中でも「恋愛」「結婚」「夫婦」という単語

が多く使用された。「恋愛」し「結婚」し「夫婦」になるということが当たり前として考え

られていたと推測される。 

 

③ 1990～1999 年 

90 年代前半までは「派手婚」の流行が続く。そのため、90 年後半になるとバブル経済が崩

壊し、結婚式の規模が縮小し、「地味婚」が登場する。結婚式が挙げられる場所も、式場や

ホテルだけでなくゲストハウスや海外での挙式などになり、結婚式の多様化が進み、ゲス

トハウスや海外挙式7での結婚式、「二人」を中心の結婚式が行われるようになった。当時、

J ポップにおいて「二人」が多く使われ始めたことと関連していると考えられる。90 年代

は、ロマンティックな恋愛を表現した「慕情」をテーマとする曲が戦後～現代の中で最も

多く発売され、「二人」がいればそれでいいという恋愛観が持たれていたと思われる。 

 

④ 2000～2000 年代前半 

2000 年代前半では、みんなで作る温かい雰囲気の「アットホーム婚」が流行する。ウエデ

ィングソングでも、結婚する当事者たちだけではなく、友達・両親・家族が登場する。ア

ットホーム8という言葉の流行が示すように、家庭的であることが重視され始めた。2000 年

までは結婚式の形態も恋愛志向が強く「恋愛する二人」で完結していた。流行した曲も二

人だけの世界観で熱く恋愛する様子を歌ったものが多かった。2000 年代前半はそのような

                                                   
7 海外挙式 

ウエディングウォーカーアンケート 2009 によると、「職場ではだれを呼びますか」の質問

に 18.1％「その他」の割合で「海外挙式なので呼ばない」「二人だけで式をしたい「身内の

みの結婚式にするつもり」との答えがあった。 
8 アットホーム 

家庭にいるときのように、くつろいだようす 



恋愛志向の楽曲も依然として残るものの、家族志向が強くなっており、二人＋αの結婚観

が生まれてきていることが分かる。 

 

⑤ 2000 年代後半～ 

2000 年代後半には、「おもてなし婚」が登場した。形式的な報告としての「二人が主役の結

婚式」ではなく、自分たちで親や友人に感謝を伝えることを重視した「ゲストも主役の結

婚式」の傾向が年々強くなっているのである。それは「慕情」を綴らず、周囲への感謝や

親への想い、家族観を前面に出した楽曲がヒットしていることからも分かる。楽曲のテー

マがより細分化・多様化していく傾向にある。 

 

第 4 章 まとめ・今後の展望 

第 1 章で結婚式の変遷を追う事で、時代と共に変化していく式の様子を把握することがで

きた。戦後、一般のカップルにも普及した儀式としての結婚式と、現代に行われている結

婚式では式の形態を始め衣装、招待者数等大きな違いがあることが分かった。第 2 章では

ウエディングソングのモチーフ分析、歌詞検証を行うことで、時代の変化や心情の変化を

読み取った。ウエディングソングの歌詞を追うことで、当時流行していた結婚観や恋愛観

を知ることができた。流行曲は時代が反映されて作られており、結婚観・恋愛観を探る一

つの手段になることが分かった。 

第 3 章では、第 1 章で分かった結婚式の変遷と第 2 章を照らし合わせることで、結婚式と

ウエディングソング、そこから読み取れる結婚観の関連性を考えた。 

現代に流行している結婚観の特徴を考えると、家族志向・安定志向であることだと思われ

る。現在結婚しようとしている 20 代前半の人々は親世代の結婚生活や夫婦生活に憧れを抱

いており、冒険をして成功したいという野心ではなく、家族を持つという幸せを掴みたい

という考えを持っている。これは、未婚率が上昇していて結婚できない層が増加している

ことから、昔は当たり前だった結婚すること自体が困難な人々が多くいることが背景にあ

る。また、金銭的に豊かだった親世代の生活を維持することは現実的な目標となっている

ため、親のようになりたいという憧れを持つようになっているのではないだろうか。 

また、現代のウエディングソングでは自分を取り囲む友人や家族に感謝する傾向が強い。

感謝が増えた理由として、将来自分の生活が大きく変化する見込みがないことから、現在

の自分を支える周囲に感謝しその関係を今後維持していきたいという心情が表れていると

考えられる。 

著者は、今後は周囲に配慮した過剰なサービス結婚式を行うカップルとそもそも式自体行

わないカップルの二極化が進むのではないかと考えている。2000 年後半に流行した「おも

てなし婚」の潮流を引き継いで周囲に配慮した結婚式が行われ、周囲とカップルの距離が

今まで以上に近くなっていくと予想する。80 年代流行した高砂殿は取り払われ、より夫婦



に近寄ることのできる、皆で祝う風潮が強くなるだろう。結婚式を挙げないカップルの増

加は、現在の意識調査で一定数確認できている金銭的な理由から式を挙げることができな

い層が更に増加すると考えられるためである。 
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ズ
千

家
和

也
穂

口
雄

右
あ

い
つ

は
　あ

い
つ

は
か

わ
い

い
年

下
の

男
の

子
a,h

21
1976

ぼ
くの

妹
に

加
山

雄
三

岩
谷

時
子

弾
厚

作
ぼ

くの
妹

な
ら

　愛
ひ

と
す

じ
に

　生
き

ぬ
い

て
お

くれ
　一

人
の

人
に

d,j,m
22

1976
嫁

に
来

な
い

か
新

沼
謙

治
阿

久
悠

川
口

真
嫁

に
来

な
い

か
　僕

の
と

こ
ろ

へ
　桜

い
ろ

し
た

　君
が

ほ
し

い
よ

c,e
23

1977
秋

桜
山

口
百

恵
さ

だ
ま

さ
し

さ
だ

ま
さ

し
明

日
嫁

ぐ
私

に
　苦

労
は

し
て

も
　笑

い
話

に
時

が
変

え
る

よ
　

f,h,l
心

配
い

ら
な

い
と

笑
っ

た
24

1977
雨

や
ど

り
さ

だ
ま

さ
し

さ
だ

ま
さ

し
さ

だ
ま

さ
し

彼
が

気
を

よ
くし

て
　急

に
　も

し
も

　も
し

も
　出

来
る

こ
と

で
し

た
れ

ば
a,b,e

こ
の

人
を

お
嫁

さ
ん

に
ち

ょ
う

だ
い

ま
せ

ま
せ

25
1977

愛
の

メ
モ

リ
ー

松
崎

し
げ

る
た

か
た

か
し

馬
飼

野
康

二
こ

の
世

に
大

切
な

の
は

　愛
し

あ
う

こ
と

だ
け

と
　あ

な
た

は
お

し
え

て
くれ

る
e

26
1978

い
い

日
旅

立
ち

山
口

百
恵

谷
村

新
司

谷
村

新
司

あ
あ

　日
本

の
ど

こ
か

に
　私

を
待

っ
て

い
る

人
が

い
る

　い
い

日
旅

立
ち

g,n
幸

せ
を

さ
が

し
に

　子
供

の
頃

に
歌

っ
た

歌
を

　道
連

れ
に

27
1979

い
と

し
の

エ
リ

ー
サ

ザ
ン

オ
ー

ル
ス

タ
ー

ズ
桑

田
圭

祐
桑

田
圭

祐
笑

っ
て

も
っ

と
baby む

じ
ゃ

き
に

on m
y m

ind 
a,e

映
っ

て
も

っ
と

baby す
て

き
に

in your side
28

1979
関

白
宣

言
さ

だ
ま

さ
し

さ
だ

ま
さ

し
さ

だ
ま

さ
し

お
前

を
嫁

に
も

ら
う

前
に

　言
っ

て
お

き
た

い
こ

と
が

あ
る

a,e,g,o
(中

略
）

俺
よ

り
先

に
寝

て
は

い
け

な
い

　俺
よ

り
先

に
起

き
て

も
い

け
な

い
　め

し
は

う
ま

く作
れ

　い
つ

も
き

れ
い

で
い

ろ
（中

略
）

お
前

の
親

と
俺

の
親

と
　ど

ち
ら

も
同

じ
だ

大
切

に
し

ろ
（中

略
）

忘
れ

て
くれ

る
な

　俺
の

愛
す

る
女

は
　愛

す
る

女
は

　生
涯

お
前

た
だ

一
人

29
1980

乾
杯

長
淵

剛
長

淵
剛

長
淵

剛
乾

杯
！

　今
　君

は
人

生
の

　大
き

な
　大

き
な

舞
台

に
立

ち
d,j 

遥
か

　長
い

　道
の

り
を

　歩
き

始
め

た
　君

に
幸

せ
あ

れ
！

30
1980

倖
せ

さ
が

し
て

五
木

ひ
ろ

し
た

か
ひ

ろ
し

木
村

好
夫

俺
に

一
生

　さ
さ

げ
て

くれ
る

　か
わ

い
い

ひ
と

を
　さ

が
し

て
い

た
ん

だ
よ

c,e,p
31

1980
ふ

た
り

酒
川

中
美

幸
た

か
た

か
し

弦
哲

也
生

き
て

ゆ
くの

が
　つ

ら
い

日
は

　お
ま

え
と

酒
が

　あ
れ

ば
い

い
c,e

32
1980

リ
ン

ダ
ア

ン
・ル

イ
ス

竹
内

ま
り

や
竹

内
ま

り
や

ね
え

LINDA 今
日

の
あ

な
た

は
　誰

よ
り

も
輝

い
て

る
g,n

 



33
1981

お
嫁

サ
ン

バ
郷

ひ
ろ

み
三

浦
徳

子
小

杉
保

夫
行

か
な

い
で

お
嫁

サ
ン

バ
　ひ

と
り

の
も

の
に

な
ら

な
い

で
a,e

（中
略

）あ
の

人
こ

の
人

(あ
の

人
こ

の
人

）ハ
ネ

ム
ー

ン
花

の
命

は
こ

れ
か

ら
な

の
に

34
1981

長
い

夜
松

山
千

春
松

山
千

春
松

山
千

春
お

前
だ

け
に

　こ
の

愛
を

誓
う

　星
降

る
夜

に
さ

そ
わ

れ
て

e,g
35

1981
守

っ
て

あ
げ

た
い

松
任

谷
由

実
荒

井
由

実
荒

井
由

実
守

っ
て

あ
げ

た
い

　あ
な

た
を

苦
し

め
る

全
て

の
こ

と
か

ら
e,j

36
1982

チ
ャ

コ
の

海
岸

物
語

サ
ザ

ン
オ

ー
ル

ス
タ

ー
ズ

桑
田

圭
祐

桑
田

圭
祐

心
か

ら
好

き
だ

よ
ミー

コ
　抱

き
し

め
た

い
　甘

くて
す

っ
ぱ

い
ひ

と
だ

か
ら

（愛
し

て
る

よ
）お

ま
え

だ
け

を
37

1982
赤

い
ス

イ
ー

トピ
ー

松
田

聖
子

松
本

隆
呉

田
軽

穂
春

色
の

汽
車

に
乗

っ
て

　海
に

連
れ

て
行

っ
て

よ
c,e,i

（中
略

）I will follow you あ
な

た
の

　生
き

方
が

好
き

38
1984

愛
・お

ぼ
え

て
い

ま
す

か
飯

島
真

理
安

井
か

ず
み

加
藤

和
彦

お
ぼ

え
て

い
ま

す
か

　（中
略

）　愛
の

旅
立

ち
で

し
た

　I love you so
e,h

39
1984

本
気

で
オ

ン
リ

ー
ユ

ー
竹

内
ま

り
や

竹
内

ま
り

や
竹

内
ま

り
や

So let's get m
arried right away

e,g,i
（Let's Get M

arried)
40

1984
娘

よ
芦

屋
雁

之
助

鳥
井

実
松

浦
孝

之
嫁

に
行

く日
が

　来
な

け
り

ゃ
い

い
と

　お
と

こ
親

な
ら

　誰
で

も
思

う
d,j,l

早
い

も
ん

だ
ね

　二
十

才
を

過
ぎ

て
　今

日
は

お
前

の
　花

嫁
姿

41
1984

夫
婦

坂
都

は
る

み
星

野
哲

郎
市

川
昭

介
い

い
の

　い
い

の
よ

　ふ
り

向
か

な
い

わ
　

e,g
曲

が
り

くね
っ

た
坂

道
だ

け
ど

　つ
い

て
ゆ

き
ま

す
　夫

婦
坂

42
1985

BELIEVE
ハ

ウ
ン

ド
・ド

ッ
グ

大
友

康
平

八
島

順
一

I believe　愛
は

命
　

e
生

ま
れ

変
わ

っ
て

も
　め

ぐ
り

逢
い

た
い

　I love you.
43

1985
ff(フ

ォ
ル

テ
シ

モ
)

ハ
ウ

ン
ド

・ド
ッ

グ
Yukio M

atsuo
Hitoshi M

inowa
愛

が
す

べ
て

さ
　い

ま
こ

そ
誓

う
よ

　愛
を

こ
め

て
　強

く強
く

e,g
44

1985
恋

愛
症

候
群

～
そ

の
発

病
及

び
傾

向
と

対
策

に
関

す
る

一
考

察
～

さ
だ

ま
さ

し
さ

だ
ま

さ
し

さ
だ

ま
さ

し
恋

と
呼

ば
れ

る
一

過
性

の
発

情
症

候
群

に
於

け
る

a,e
そ

の
発

病
及

び
傾

向
と

対
策

に
つ

い
て

考
え

る
45

1986
愛

燦
燦

美
空

ひ
ば

り
小

椋
佳

小
椋

佳
そ

れ
で

も
未

来
た

ち
は

　人
待

ち
顔

し
て

　ほ
ほ

笑
む

b
人

生
っ

て
　嬉

し
い

も
の

で
す

ね
46

1986
LO

VE IS ALL-愛
を

聴
か

せ
て

－椎
名

恵
麻

生
圭

子
Ken Hirsch/Ron M

illerLove is all 女
な

ら
何

よ
り

愛
を

選
ぶ

わ
e,i

47
1986

瑠
璃

色
の

地
球

松
田

聖
子

松
本

隆
平

井
夏

美
二

人
を

包
ん

で
ゆ

くの
　瑠

璃
色

の
地

球
b,e

48
1987

夫
婦

善
哉

石
川

さ
ゆ

り
吉

岡
治

弦
哲

也
憂

き
世

　七
坂

…
…

夫
婦

善
哉

　今
日

も
可

愛
い

　馬
鹿

に
な

る
a,b,e

49
1987

ウ
エ

デ
ィン

グ
ド

レ
ス

お
ニ

ャ
ン

子
ク

ラ
ブ

秋
元

康
高

橋
研

青
空

の
ウ

エ
デ

ィン
グ

ド
レ

ス
　夢

の
中

に
包

ま
れ

て
　す

べ
て

が
眩

し
くて

b,i
50

1988
O

NLY LO
VE

ハ
ウ

ン
ド

・ド
ッ

グ
松

井
五

郎
箕

輪
単

志
O

nly love き
っ

と
お

ま
え

だ
け

は
　ひ

と
り

に
は

し
な

い
さ

e,g
51

1988
祝

い
酒

坂
本

冬
美

た
か

た
か

し
猪

俣
公

章
親

が
咲

か
せ

た
命

の
花

が
　二

つ
並

ん
だ

鶴
と

亀
　笑

顔
嬉

し
い

祝
い

酒
b,d

52
1988

お
嫁

に
行

き
た

い
真

璃
子

高
見

沢
俊

彦
水

谷
公

生
I just fall in love 片

思
い

だ
け

ど
　い

つ
か

お
嫁

に
行

き
た

い
c,e,i

白
い

ウ
エ

デ
ィン

グ
ド

レ
ス

着
て

 



53
1988

SU
M

M
ER C

AN
D

LES
杏

里
吉

元
由

美
杏

里
こ

ん
な

に
熱

い
想

い
を

知
っ

た
の

　
あ

な
た

を
愛

し
た

時
に

e
54

1989
結

婚
の

ス
ス

メ
広

瀬
香

美
広

瀬
香

美
広

瀬
香

美
婚

姻
届

に
も

サ
イ

ン
し

て
忘

れ
ず

に
持

っ
て

行
くの

a,e,I,ｎ
丘

の
上

の
教

会
の

お
庭

に
そ

っ
と

埋
め

る
の

私
の

仕
事

が
ら

当
分

は
公

に
で

き
な

い
か

ら
知

恵
を

し
ぼ

っ
て

考
え

た
苦

肉
の

策
な

の
子

ど
も

は
産

む
予

定
な

い
し

　
い

わ
ゆ

る
デ

ィ
ン

ク
ス

っ
て

や
つ

よ
も

し
「恋

人
は

？
」っ

て
聞

か
れ

た
ら

「募
集

中
で

す
」っ

て
答

え
る

55
1989

川
の

流
れ

の
よ

う
に

美
空

ひ
ば

り
秋

元
康

見
岳

章
地

図
さ

え
な

い
　

そ
れ

も
ま

た
人

生
　

あ
あ

川
の

流
れ

の
よ

う
に

　
ゆ

る
や

か
に

c
56

1989
瞳

が
ほ

ほ
え

む
か

ら
今

井
美

樹
岩

里
祐

穂
上

田
知

華
う

れ
し

い
　

あ
な

た
だ

け
が

私
だ

け
を

さ
が

し
て

い
た

b,e,i
57

1989
LO

VE SO
N

G
氷

室
京

介
氷

室
京

介
氷

室
京

介
/松

井
五

郎
w

oo love song for you 愛
し

て
い

る
か

ら
e

58
1989

AN
N

IVERSARY～
無

限
に

C
ALLIN

G
 YO

U
～

松
任

谷
由

実
荒

井
由

実
荒

井
由

実
青

春
を

渡
っ

て
　

あ
な

た
と

こ
こ

に
い

る
　

遠
い

列
車

に
乗

る
　

今
日

の
日

が
記

念
日b,e

59
1989

う
れ

し
い

！
た

の
し

い
！

だ
い

す
き

！
D

REAM
 C

O
M

E TRU
E

吉
田

美
和

吉
田

美
和

や
っ

ぱ
り

そ
う

だ
　

あ
な

た
だ

っ
た

ん
だ

　
う

れ
し

い
！

た
の

し
い

！
大

好
き

！
a,b,e

60
1989

W
ALK

C
H

AG
E&ASKA

飛
鳥

涼
飛

鳥
涼

君
を

失
う

と
　

僕
の

す
べ

て
は

止
ま

る
　

い
つ

も
離

さ
ず

に
　

暖
め

る
よ

e,p
61

1990
ZU

TTO
永

井
真

理
子

亜
伊

林
藤

井
宏

一
二

人
は

違
う

人
間

だ
か

ら
　

一
緒

に
い

ら
れ

る
の

e,p
そ

ば
に

い
て

も
ね

別
々

の
夢

　
見

ら
れ

る
よ

62
1990

だ
ん

な
様

三
船

和
子

鳥
井

実
岡

千
秋

男
ら

し
さ

に
　

涙
が

出
ま

す
　

私
の

大
事

な
　

だ
ん

な
様

e
63

1990
浪

漫
飛

行
米

米
C

LU
B

米
米

C
LU

B
米

米
C

LU
B

君
と

出
逢

っ
て

い
くつ

も
の

夜
を

語
り

明
か

し
た

　
は

ち
き

れ
る

ほ
ど

M
y D

ream
　b,e

ト
ラ

ン
ク

１
つ

だ
け

で
浪

漫
飛

行
へ

　
In the sky

64
1990

未
来

の
花

嫁
松

田
聖

子
松

本
隆

財
津

和
夫

プ
ロ

ポ
ー

ズ
は

ま
だ

な
の

　
い

つ
ま

で
待

た
せ

る
の

　
e,I

ケ
ー

キ
に

ナ
イ

フ
い

つ
い

れ
る

の
　

65
1990

麦
畑

オ
ヨ

ネ
ー

ズ
榎

戸
若

子
榎

戸
若

子
（男

）俺
ら

の
嫁

っ
こ

に
来

る
っ

て
が

　
お

よ
ね

　
え

が
っ

た
な

a,b,e
う

ん
と

大
事

に
す

っ
か

ら
よ

　
も

少
し

こ
っ

ち
ゃ

さ
こ

い
（女

）や
ん

だ
は

ず
か

し
な

　
ち

っ
と

気
が

早
え

な
俺

ら
も

一
生

　
松

っ
つ

あ
ん

を
　

た
よ

り
に

す
っ

か
ら

よ
66

1990
夜

明
け

の
ブ

レ
ス

チ
ェ

ッ
カ

ー
ズ

藤
井

郁
弥

鶴
久

政
治

君
の

こ
と

を
守

り
た

い
　

そ
の

す
べ

て
を

守
り

た
い

　
そ

し
て

今
を

共
に

生
き

よ
う

c,e
67

1990
愛

は
勝

つ
KAN

KAN
KAN

信
じ

る
こ

と
さ

　
必

ず
最

後
に

愛
は

勝
つ

a,j
68

1990
雨

に
キ

ッ
ス

の
花

束
を

今
井

美
樹

岩
里

祐
穂

KAN
仕

事
も

恋
愛

も
私

大
切

だ
け

ど
　

ア
イ

ツ
の

笑
顔

は
最

高
の

宝
物

b,e
夢

見
て

る
よ

う
な

プ
ロ

ポ
ー

ズ
！

　
ル

ー
ジ

ュ
も

と
れ

て
し

ま
っ

た
顔

こ
ん

な
に

気
の

強
い

女
　

ね
ぇ

本
当

に
私

で
い

い
の

？
69

1990
愛

し
い

人
よ

G
ood N

ight
B

'z
稲

葉
浩

志
松

本
孝

弘
君

を
ず

っ
と

守
り

た
い

　
悪

い
予

感
は

ど
う

か
捨

て
て

　
愛

し
い

人
よ

G
oodN

ight…e,g
70

1990
W

e Are Love
松

田
聖

子
Seiko M

atsuda鈴
木

祥
子

W
e are love 支

え
あ

っ
て

ゆ
くわ

　
ど

ん
な

に
辛

い
時

で
も

e,g

 



71
1991

ラ
ブ

・ス
トー

リ
ー

は
突

然
に

小
田

和
正

小
田

和
正

小
田

和
正

君
の

た
め

に
つ

ば
さ

に
な

る
　君

を
守

り
続

け
る

e,g,i
や

わ
ら

か
く　君

を
つ

つ
む

　あ
の

風
に

な
る

72
1991

娘
の

金
屏

風
金

田
た

つ
え

荒
川

利
夫

殿
鳥

周
二

女
手

ひ
と

つ
で

育
て

た
娘

（中
略

）花
嫁

衣
装

に
飾

ら
れ

た
b,d,l

娘
の

笑
顔

の
　幸

せ
よ

73
1991

SAY YES
CHAGE&ASKA

飛
鳥

涼
飛

鳥
涼

何
度

も
い

う
よ

　君
は

確
か

に
僕

を
愛

し
て

る
　迷

わ
ず

に
　SAY YES　迷

わ
ず

にc,e
74

1991
そ

れ
が

大
事

大
事

M
ANブ

ラ
ザ

ー
ズ

バ
ン

ド
立

川
俊

之
立

川
俊

之
負

け
な

い
こ

と
・投

げ
出

さ
な

い
こ

と
・逃

げ
出

さ
な

い
こ

と
・信

じ
抜

くこ
と

j
駄

目
に

な
り

そ
う

な
時

　そ
れ

が
一

番
大

事
75

1991
ど

ん
な

と
き

も
。

槇
原

敬
之

槇
原

敬
之

槇
原

敬
之

ど
ん

な
と

き
も

　ど
ん

な
と

き
も

　僕
が

僕
ら

し
くあ

る
た

め
に

e,g
「好

き
な

も
の

は
好

き
！

」と
言

え
る

気
持

ち
　抱

き
し

め
て

た
い

76
1991

離
し

た
くは

な
い

T-BO
LAN

森
友

嵐
士

森
友

嵐
士

こ
ん

な
に

Everyday Everynight　愛
し

て
た

な
ん

て
c,e

77
1992

ふ
た

り
の

愛
ラ

ン
ド

石
川

優
子

＆
チ

ャ
ゲ

チ
ャ

ゲ
/松

井
五

郎チ
ャ

ゲ
夏

　ナ
ツ

　ナ
ツ

　コ
コ

　夏
　愛

　愛
　ア

イ
　ア

イ
　愛

ラ
ン

ド
　翔

ん
で

　夏
　シ

マ
シ

タ
a,e

（中
略

）Love Lover ラ
ブ

　ラ
ブ

 Love M
e Do

78
1992

抱
き

し
め

た
い

M
r.children

Kazutoshi Sakurai
Kazutoshi Sakurai 

抱
き

し
め

た
い

　溢
れ

る
ほ

ど
に

　君
へ

の
思

い
が

　込
み

あ
げ

て
e

ど
ん

な
時

も
　君

と
肩

な
ら

べ
て

　歩
い

て
ゆ

け
る

も
し

も
　君

が
　さ

み
し

い
時

に
は

　い
つ

も
　僕

が
　そ

ば
に

い
る

か
ら

79
1992

世
界

中
の

誰
よ

り
き

っ
と

中
山

美
穂

&W
ANDS

上
杉

晃
/中

山
美

穂織田
哲

郎
oh 世

界
中

の
誰

よ
り

き
っ

と
　胸

に
響

く鼓
動

を
　ず

っ
と

抱
き

し
め

て
い

た
い

c,e
80

1992
家

に
帰

ろ
う

竹
内

ま
り

や
竹

内
ま

り
や

竹
内

ま
り

や
見

飽
き

た
は

ず
の

あ
な

た
で

も
　い

と
し

い
　M

y sweet sweet hom
e

h,o
い

つ
も

の
M

y sweet sweet hom
e い

と
し

い
M

y sweet sweet hom
e

81
1992

LO
VE SO

NG
CHAGE&ASKA

飛
鳥

涼
飛

鳥
涼

君
が

想
う

よ
り

　僕
は

君
が

好
き

e
82

1992
私

が
オ

バ
さ

ん
に

な
っ

て
も

森
高

千
里

森
高

千
里

斉
藤

英
夫

私
が

オ
バ

さ
ん

に
な

っ
た

ら
　あ

な
た

は
オ

ジ
さ

ん
よ

a,e
（中

略
）私

が
オ

バ
さ

ん
に

な
っ

て
も

　本
当

に
変

わ
ら

な
い

？
と

て
も

心
配

だ
わ

　あ
な

た
が

　若
い

子
が

好
き

だ
か

ら
83

1992
愛

が
あ

れ
ば

大
丈

夫
広

瀬
香

美
広

瀬
香

美
広

瀬
香

美
ど

ん
な

に
迷

っ
て

も
泣

い
て

も
　愛

が
あ

れ
ば

大
丈

夫
e

84
1992

愛
し

て
る

米
米

CLUB
米

米
CLUB

米
米

CLUB
愛

し
て

る
　愛

し
て

る
　い

つ
ま

で
も

　君
の

こ
と

を
e,p

85
1992

あ
くび

が
し

た
い

平
松

愛
理

平
松

愛
理

平
松

愛
理

け
ど

星
の

降
り

る
頃

　ベ
ン

チ
で

あ
な

た
と

　
c,e,i

あ
くび

が
し

た
い

　ね
ぇ

　一
緒

に
暮

ら
そ

う
86

1992
い

つ
ま

で
も

変
わ

ら
ぬ

愛
を

織
田

哲
郎

織
田

哲
郎

織
田

哲
郎

い
つ

ま
で

も
変

わ
ら

ぬ
愛

を
　君

に
届

け
て

あ
げ

た
い

c,e
87

1992
SW

EET SW
EET SW

EET
DREAM

 CO
M

E TRUE
吉

田
美

和
吉

田
美

和
時

を
止

め
て

　こ
の

ま
ま

　終
わ

ら
な

い
　２人

だ
け

の
　SW

EET DREAM
e

88
1992

DA DIDDLY DEET DEE
DREAM

 CO
M

E TRUE
吉

田
美

和
吉

田
美

和
/中

村
正

人
口

笛
を

TW
EET TW

EET,二
人

の
"愛

の
巣

"へ
急

ご
う

b,e
89

1992
Prom

ised Love
THE ALFEE

高
見

沢
俊

彦
高

見
沢

俊
彦

愛
だ

け
が

す
べ

て
　素

直
に

言
え

る
よ

　夢
を

掴
ん

だ
時

に
　迎

え
に

行
くよ

e,g
90

1992
GIRLFRIEND

平
松

愛
理

平
松

愛
理

平
松

愛
理

人
の

良
さ

そ
う

な
彼

な
ら

　必
ず

幸
福

に
な

る
で

し
ょ

う
d,I,k

 



91
1992

部
屋

と
Yシ

ャ
ツ

と
私

平
松

愛
理

平
松

愛
理

平
松

愛
理

あ
な

た
浮

気
し

た
ら

　う
ち

で
の

食
事

に
気

を
つ

け
て

　私
は

知
恵

を
し

ぼ
っ

て
c,e,i

毒
入

り
ス

ー
プ

で
一

緒
に

い
こ

う
92

1992
君

が
い

る
だ

け
で

米
米

CLUB
米

米
CLUB

米
米

CLUB
た

と
え

ば
君

が
い

る
だ

け
で

　心
が

強
くな

れ
る

こ
と

b,e
何

よ
り

も
大

切
な

も
の

を
　気

付
か

せ
て

くれ
た

ね
93

1992
し

あ
わ

せ
に

な
れ

米
米

CLUB
石

井
竜

也
石

井
竜

也
嫁

ぐ
日

に
兄

と
し

て
　言

え
る

言
葉

と
し

た
ら

　最
後

ま
で

つ
い

て
い

け
d,j,m

94
1992

君
の

素
敵

に
HALLELUJA

松
田

博
幸

松
井

五
郎

松
田

博
幸

素
敵

な
君

に
乾

杯
　い

つ
で

も
心

に
　忘

れ
た

くな
い

b,e
95

1992
君

は
僕

の
宝

物
槇

原
敬

之
槇

原
敬

之
槇

原
敬

之
君

を
い

つ
で

も
安

心
さ

せ
る

よ
　だ

っ
て

君
は

僕
の

宝
物

e
96

1992
You're the only

小
野

正
利

小
野

正
利

拓
殖

由
秀

M
y song for you.　Just, only you.　君

だ
け

を
愛

し
て

い
る

の
さ

e
97

1993
だ

か
ら

ハ
ニ

ー
PRINCESS PRINCESS

中
山

加
奈

子
奥

居
香

そ
し

て
HO

NEY　あ
な

た
が

い
れ

ば
　雨

の
日

で
も

風
の

日
で

も
地

球
は

回
る

よe
98

1993
大

切
な

あ
な

た
松

田
聖

子
seiko m

atsudaseiko m
atsuda& ryo ogura

め
ぐ

り
会

え
た

ね
　待

っ
て

い
た

運
命

の
人

に
　広

い
世

界
で

あ
な

た
だ

け
大

切
な

あ
な

た
e

99
1993

君
だ

け
に

少
年

隊
康

珍
化

筒
美

京
平

君
だ

け
に

　た
だ

君
だ

け
に

　ah め
ぐ

り
逢

う
た

め
に

e
90

1993
No.1

槇
原

敬
之

槇
原

敬
之

槇
原

敬
之

君
は

僕
が

好
き

で
　僕

は
君

が
好

き
（中

略
）二

人
で

歩
い

て
み

よ
う

c,e
91

1993
結

婚
大

橋
純

子
松

本
一

起
佐

藤
健

一
緒

に
な

り
た

い
ね

　一
緒

に
な

れ
る

と
も

　あ
な

た
の

口
癖

が
嘘

じ
ゃ

な
くな

っ
た

日
c,e

私
は

泣
い

た
92

1993
幸

せ
に

な
っ

て
よ

SM
AP

小
椋

め
ぐ

み
長

岡
成

貢
う

ち
の

姉
貴

を
よ

ろ
し

く（中
略

）幸
せ

に
し

て
よ

ね
d,m

93
1993

幸
せ

に
な

る
た

め
に

中
山

美
穂

岩
里

祐
穂

/中
山

美
穂

日
向

敏
文

信
じ

て
い

ま
す

　い
つ

の
日

も
　心

か
ら

伝
え

た
い

　二
人

で
　生

き
て

　ゆ
き

た
い

のc,e,g
94

1993
TRUE LO

VE
藤

井
フ

ミ
ヤ

藤
井

フ
ミ

ヤ
藤

井
フ

ミ
ヤ

君
だ

け
を

み
つ

め
て

　君
だ

け
し

か
い

な
くて

　
e

僕
ら

は
い

つ
も

は
る

か
遠

い
遠

い
未

来
を

　夢
見

て
た

は
ず

さ
95

1993
M

ERO
DY

福
山

雅
治

福
山

雅
治

福
山

雅
治

抱
き

し
め

た
い

の
さ

　た
と

え
ど

ん
な

と
き

も
　君

を
離

さ
な

い
　ど

こ
ま

で
も

歩
き

た
いc,e

96
1993

女
友

達
代

表
榊

原
郁

恵
ダ

・カ
ー

ポ
ダ

・カ
ー

ポ
本

日
は

と
て

も
お

日
柄

も
よ

く　本
当

に
お

め
で

と
う

a,b,k
97

1993
嫁

い
だ

娘
の

幸
せ

を
三

船
和

子
遠

藤
実

遠
藤

実
嫁

い
だ

娘
の

し
あ

わ
せ

を
　母

さ
ん

今
夜

も
　祈

っ
て

ま
す

よ
b,d、ｌ

98
1993

ド
ル

フ
ィン

・リ
ン

グ
杏

里
ANRI

ANRI
君

の
一

番
好

き
な

こ
の

海
と

約
束

の
指

輪
で

　永
遠

の
愛

を
誓

う
と

c,e,i
Please m

arry m
e!

99
1993

O
NE－

愛
は

ふ
た

り
の

言
葉

だ
か

ら
－

杏
里

吉
元

由
美

杏
里

愛
は

ふ
た

り
の

言
葉

な
の

　い
つ

の
日

も
　woo

e
ひ

と
り

で
は

な
い

の
よ

ひ
と

つ
な

の
100

1993
愛

を
語

る
よ

り
口

づ
け

を
か

わ
そ

うW
ANDS

上
杉

晃
織

田
哲

郎
愛

を
語

る
よ

り
口

づ
け

を
か

わ
そ

う
（中

略
）何

も
か

も
い

ら
な

い
　君

が
い

る
だ

け
でc,e

101
1993

あ
な

た
と

共
に

生
き

て
い

く
テ

レ
サ

テ
ン

坂
井

泉
水

織
田

哲
郎

二
人

な
ら

乗
り

越
え

ら
れ

る
　季

節
が

過
ぎ

去
っ

て
も

…
e,g

102
1994

夫
婦

舞
台

秋
岡

秀
治

/立
樹

み
か

南
沢

純
三

関
野

幾
生

(男
女

)今
日

も
幕

切
れ

　拍
手

で
し

め
て

　夫
婦

舞
台

に
　春

を
呼

ぶ
b,e,o

103
1994

す
き

DREAM
 CO

M
E TRUE

吉
田

美
和

吉
田

美
和

抱
い

た
膝

に
　次

々
に

こ
ぼ

れ
る

し
ず

く　そ
っ

か
私

　ず
っ

と
泣

き
た

か
っ

た
ん

だe
104

1994
娘

に
…

吉
幾

三
吉

幾
三

吉
幾

三
幸

せ
に

　な
る

ん
だ

よ
　二

人
し

て
き

っ
と

d,j,l
105

1994
つ

ば
さ

本
田

美
奈

子
岩

谷
時

子
太

田
美

知
彦

あ
な

た
も

あ
る

　つ
ば

さ
が

あ
る

　飛
び

立
つ

の
よ

　空
へ

と
j

 



106
1994

幸
せ

を
つ

か
み

た
い

広
瀬

香
美

広
瀬

香
美

広
瀬

香
美

結
婚

し
よ

う
　

言
っ

た
よ

ね
　

第
二

の
人

生
　

チ
ラ

ッ
と

見
え

た
わ

b,e,g,i
　

決
定

的
チ

ャ
ン

ス
　

幸
せ

つ
か

ま
え

た
107

1994
愛

の
た

め
に

奥
田

民
生

奥
田

民
生

奥
田

民
生

愛
の

た
め

に
　

あ
な

た
の

た
め

に
　

引
き

受
け

ま
し

ょ
う

e,g
108

1994
言

え
な

い
よ

郷
ひ

ろ
み

康
珍

化
都

志
見

隆
言

え
な

い
よ

　
好

き
だ

な
ん

て
　

誰
よ

り
も

き
み

が
近

す
ぎ

て
　

e
109

1994
永

遠
の

約
束

山
根

康
広

山
根

康
広

山
根

康
広

き
っ

と
こ

れ
か

ら
は

　
君

と
二

人
一

緒
に

　
夢

を
見

つ
め

て
ゆ

くと
e,g,p

遠
い

昔
か

ら
決

ま
っ

て
い

た
　

永
遠

の
約

束
と

し
て

110
1994

ラ
ブ

リ
ー

小
沢

健
二

小
沢

健
二

小
沢

健
二

い
つ

か
僕

ら
外

に
飛

び
出

す
よ

　
君

と
僕

と
は

ド
キ

ド
キ

し
て

る
よ

b,e
111

1995
LO

VE　
LO

VE　
LO

VE
D

REAM
 C

O
M

E TRU
E

吉
田

美
和

中
村

正
人

愛
し

て
る

　
愛

し
て

る
　

ル
ル

ル
ル

ル
　

涙
が

出
ち

ゃ
う

ん
だ

ろ
う

…
e

112
1995

ロ
ビ

ン
ソ

ン
ス

ピ
ッ

ツ
草

野
正

宗
草

野
正

宗
誰

も
触

れ
な

い
　

二
人

だ
け

の
国

　
終

わ
ら

な
い

歌
ば

ら
ま

い
て

e,p
大

き
な

力
で

　
空

に
浮

か
べ

た
ら

　
ル

ラ
ラ

　
宇

宙
の

風
に

な
る

113
1995

は
じ

め
て

の
チ

ュ
ウ

あ
ん

し
ん

パ
パ

実
川

俊
晴

実
川

俊
晴

は
じ

め
て

の
チ

ュ
ウ

　
き

み
と

ち
ゅ

う
　

I w
ill give you all m

y love
a,e,g

涙
が

出
ち

ゃ
う

　
　

男
の

くせ
に

　
114

1995
父

娘
坂

（お
や

こ
ざ

か
）

清
水

ま
り

子
臼

井
ひ

さ
し

稲
毛

康
人

蝶
よ

花
よ

と
　

育
て

た
娘

今
日

の
嫁

入
り

　
つ

の
か

くし
b,d,l,o

（中
略

）親
が

許
し

た
や

さ
し

い
人

に
　

や
っ

と
も

ら
わ

れ
と

な
り

村
115

1995
ず

っ
と

二
人

で
・・

G
LAY

TAKU
RO

TAKU
RO

２
人

抱
き

し
め

た
恋

を
　

離
せ

ず
に

永
遠

の
祈

り
を

e,g,p
あ

の
日

あ
な

た
に

出
逢

わ
な

け
れ

ば
　

愛
し

さ
も

知
ら

な
い

ま
ま

に
切

な
さ

も
恋

し
さ

も
何

も
か

も
　

分
け

合
い

な
が

ら
夜

を
超

え
て

ず
っ

と
２

人
で

生
き

て
ゆ

こ
う

　
幸

せ
に

な
れ

る
よ

う
に

(中
略

)
I can’t live w

ithout your live
116

1995
娘

へ
の

バ
ラ

ー
ド

東
八

郎
さ

い
と

う
大

三
ひ

だ
よ

し
か

ず
お

前
の

　
選

ん
だ

　
人

だ
か

ら
　

父
さ

ん
　

何
よ

り
　

う
れ

し
い

よ
b,d,l

117
1995

for you…
高

橋
真

梨
子

大
津

あ
き

ら
鈴

木
キ

サ
ブ

ロ
ー

あ
な

た
が

欲
し

い
　

あ
な

た
が

欲
し

い
　

も
っ

と
奪

っ
て

　
愛

を
c,e

118
1996

パ
パ

PRIN
C

ESS PRIN
C

ESS
中

山
加

奈
子

奥
居

香
あ

の
ね

　
パ

パ
も

あ
の

人
　

気
に

い
る

は
ず

よ
　

私
達

　
愛

し
合

っ
て

る
の

c,l
119

1996
バ

ン
ザ

イ
～

好
き

で
よ

か
っ

た
～

ウ
ル

フ
ル

ズ
ト

ー
タ

ス
松

本
ト

ー
タ

ス
松

本
バ

ン
ザ

イ
　

君
を

会
え

て
よ

か
っ

た
　

こ
の

ま
ま

　
ず

っ
と

　
ず

っ
と

　
ラ

ラ
ラ

ふ
た

り
でb,e,p

120
1996

LO
VE　

N
EVER　

D
IES

TH
E ALFEE

高
見

沢
俊

彦
高

見
沢

俊
彦

誰
に

も
負

け
な

い
愛

を
君

だ
け

に
贈

ろ
う

　
誰

に
も

負
け

な
い

愛
で

君
だ

け
を

守
ろ

うe,g
121

1996
心

を
込

め
て

花
束

を
サ

ザ
ン

オ
ー

ル
ス

タ
ー

ズ
桑

田
圭

祐
桑

田
圭

祐
期

待
通

り
の

僕
じ

ゃ
な

い
け

ど
　

人
並

み
に

愛
を

叶
え

た
も

し
も

涙
が

溢
れ

そ
う

な
ら

　
時

間
を

止
め

て
抱

き
寄

せ
て

　
心

を
込

め
て

花
束

をc,e
122

1996
チ

ェ
リ

ー
ス

ピ
ッ

ツ
草

野
正

宗
草

野
正

宗
”愛

し
て

る
”の

響
き

だ
け

で
　

強
くな

れ
る

気
が

し
た

よ
　

い
つ

か
ま

た
こ

の
場

所
で

　
君

と
め

ぐ
り

会
い

た
い

123
1997

LO
VE　

is…
河

村
隆

一
河

村
隆

一
/ 吉

田
美

智
子

吉
田

美
智

子
い

つ
ま

で
も

　
離

さ
な

い
　

た
と

え
キ

ミ
を

傷
つ

け
て

も
　

い
つ

ま
で

も
　

側
に

い
て

　
こ

の
世

界
が

壊
れ

る
ま

で
e,p

124
1997

お
立

ち
酒

水
田

竜
子

水
木

れ
い

じ
市

川
昭

介
花

の
絵

す
が

た
　

花
よ

め
姿

　
今

日
は

め
で

た
い

　
む

す
び

の
宴

よ
b,d,l

125
1997

M
ARRY　

M
E?

D
REAM

 C
O

M
E TRU

E
吉

田
美

和
中

村
正

人
永

遠
の

か
け

ら
で

作
っ

た
指

輪
　

あ
げ

る
ね

c,e
（中

略
）一

緒
に

い
よ

う
よ

　
一

緒
に

眠
ろ

う
　

m
arry m

e?

 



126
1997

や
さ

し
い

気
持

ち
CHARA

Chara
Chara

お
ね

が
い

　ぎ
ゅ

っ
と

私
を

抱
き

し
め

て
　も

う
あ

た
し

を
離

さ
な

い
で

c,e
127

1997
HO

W
EVER

GLAY
TAKURO

TAKURO
今

度
戻

っ
た

ら
二

人
で

暮
ら

そ
う

　や
っ

ぱ
り

二
人

が
い

い
ね

　い
つ

も
c,e,i

128
1998

新
妻

に
捧

げ
る

歌
江

利
チ

エ
ミ

中
村

メ
イ

コ
神

津
善

行
し

あ
わ

せ
を

　も
と

め
て

　ふ
た

り
の

　こ
こ

ろ
は

　よ
り

そ
い

　結
び

あ
う

c,e
129

1998
HO

NEY
L'Arc～

en～
Ciel

hyde
hyde

か
わ

い
た

風
を

　か
ら

ま
せ

　あ
な

た
を

連
れ

て
くの

さ
　honey so sweet 限

り
な

い
夢

を
e

130
1998

snow drop
L'Arc～

en～
Ciel

hyde
tetsu

祝
福

さ
れ

た
よ

う
に

　ラ
ラ

ル
ラ

ラ
　ラ

ラ
ル

ラ
ラ

　ラ
ラ

ル
ラ

ラ
　あ

な
た

は
ま

る
で

白
い

ベ
ー

ル
を

被
っ

た
よ

う
だ

ね
e,I,p

131
1998

未
来

へ
Kiroro

玉
城

千
春

玉
城

千
春

ほ
ら

　足
元

を
見

て
ご

ら
ん

　こ
れ

が
あ

な
た

の
進

む
道

j
ほ

ら
　前

を
見

て
ご

ら
ん

　あ
れ

が
あ

な
た

の
未

来
e,p

132
1999

Can you celebrate?
安

室
奈

美
恵

小
室

哲
也

小
室

哲
也

Can you celebrate? Can you kiss m
e tonight?

W
e will love long long tim

e　二
人

き
り

だ
ね

　今
夜

か
ら

は
少

し
照

れ
る

よ
ね

133
1999

結
婚

し
よ

う
ね

Kiroro
玉

城
千

春
玉

城
千

春
聴

こ
え

る
ウ

エ
デ

ィン
グ

ベ
ル

　あ
な

た
と

歩
き

た
い

　大
丈

夫
　

c,e,p
乗

り
越

え
ら

れ
る

よ
ね

っ
て

微
笑

む
134

1999
披

露
宴

芦
屋

雁
之

助
/白

鳥
み

づ
え

大
安

吉
日

　こ
の

佳
き

日
　今

日
か

ら
家

族
が

増
え

ま
し

た
b,d,j,,l,o

新
郎

新
婦

の
　花

束
を

　受
取

る
両

家
の

　親
と

し
て

　宴
最

後
の

　し
め

くくり
そ

の
後

も
変

わ
ら

ぬ
　お

付
き

合
い

　ひ
と

言
　お

願
い

　申
し

上
げ

135
1999

幸
せ

の
ド

ア
中

西
保

志
Duet　with 沢

田
知

沢
田

知
可

子
林

仁
幸

せ
に

な
ろ

う
ね

　誓
う

言
葉

　か
み

し
め

な
が

ら
c,e,o

130
2000

祝
い

の
門

出
大

泉
逸

郎
高

井
幹

雄
峰

よ
し

お
今

度
来

る
と

き
ゃ

　初
孫

抱
い

て
　親

子
三

人
　揃

っ
て

お
い

で
d,j,l

131
2000

ハ
ッ

ピ
ー

サ
マ

ー
ウ

エ
デ

ィン
グ

モ
ー

ニ
ン

グ
娘

。
つ

ん
く

つ
ん

く
ア

ー
父

さ
ん

母
さ

ん
（ヤ

イ
ヤ

イ
ヤ

ー
）ア

ー
感

謝
し

て
ま

す
（ハ

イ
！

ハ
イ

！
）

a,b,l
ア

ー
た

くさ
ん

心
配

（ヤ
イ

ヤ
イ

ヤ
ー

）ア
ー

か
け

て
ご

め
ん

ね
（ハ

イ
！

ハ
イ

！
）

一
生

懸
命

　恋
を

し
ま

し
た

（Fuwa Fuwa Fu-!）Thank You
132

2000
ら

い
お

ん
ハ

ー
ト

SM
AP

野
島

伸
司

コ
モ

リ
タ

ノ
ミル

失
っ

た
も

の
は

　み
ん

な
み

ん
な

埋
め

て
あ

げ
る

　こ
の

僕
に

愛
を

教
え

て
くれ

た
ぬ

くも
り

e,f,o,p
133

2000
Everything

M
ISIA

M
isia

松
本

俊
明

You’re everything You’re everything 
c,e

あ
な

た
が

想
う

よ
り

強
く　や

さ
し

い
嘘

な
ら

い
ら

な
い

　ほ
し

い
の

は
あ

な
た

134
2001

Lifetim
e Respect

三
木

道
三

三
木

道
三

三
木

道
三

一
生

一
緒

に
い

て
くれ

や
　み

て
くれ

や
才

能
も

全
部

含
め

て
c,e

135
2001

Best Friend
Kiroro

玉
城

千
春

玉
城

千
春

あ
な

た
の

笑
顔

に
何

度
助

け
ら

れ
た

だ
ろ

う
　あ

り
が

と
う

　あ
り

が
と

う
f,k

Best Friend
136

2002
W

edding EVE
大

森
う

た
え

も
ん

大
森

う
た

え
も

ん大
森

う
た

え
も

ん
一

言
言

わ
せ

て
くだ

さ
い

　悪
い

け
ど

母
さ

ん
達

よ
り

　チ
ョッ

トだ
け

幸
せ

に
な

り
ま

す
f,l

（中
略

）泣
か

な
い

で
　母

さ
ん

　し
わ

が
増

え
ま

す
よ

あ
り

が
と

う
　父

さ
ん

　幸
せ

に
な

り
ま

す
137

2002
君

を
さ

が
し

て
た

CHEM
ISTO

RY
川

口
大

輔
川

口
大

輔
ず

っ
と

ず
っ

と
君

の
そ

ば
で

　誰
よ

り
も

近
い

こ
の

場
所

で
e,g,p

～
New Jersey United～

何
よ

り
も

強
い

気
持

ち
で

　僕
は

　君
を

守
り

続
け

る
138

2002
君

と
暮

ら
せ

た
ら

ス
ピ

ッ
ツ

草
野

正
宗

草
野

正
宗

寂
し

い
あ

の
街

で
　君

と
暮

ら
せ

た
ら

　可
愛

い
歳

月
を

　君
と

暮
ら

せ
た

ら
c,e

 



139
2002

ミ
ニ

ハ
ム

ず
の

結
婚

ソ
ン

グ
ミ

ニ
ハ

ム
ず

（み
に

も
に

。
）

つ
ん

く
つ

ん
く

永
遠

誓
う

の
じ

ゃ
　

や
っ

ほ
ぃ

！
ほ

ら
　

や
っ

ほ
ぃ

！
（ほ

っ
ほ

っ
ほ

ぃ
！

）
a,b,p

140
2003

明
日

へ
の

道
TU

B
E

森
山

進
治

織
田

哲
郎

も
う

離
さ

な
い

　
君

な
し

じ
ゃ

だ
め

だ
と

　
こ

の
胸

が
叫

ん
で

る
c,e

141
2003

AN
N

IVERSARY
メ

ロ
ン

記
念

日
つ

ん
く

つ
ん

く
い

つ
ま

で
も

二
人

の
　

記
念

日
は

　
忘

れ
ず

　
大

切
に

し
た

い
　

c,e,p
142

2003
し

あ
わ

せ
に

な
ろ

う
よ

長
渕

剛
長

淵
剛

長
淵

剛
出

会
っ

た
頃

の
二

人
に

　
も

一
度

　
戻

っ
て

み
よ

う
　

そ
し

て
二

人
で

手
を

つ
な

ぎ
c,e

し
あ

わ
せ

に
な

ろ
う

143
2003

し
あ

わ
せ

の
リ

ズ
ム

Keyco
Ｋ

eyco
M

EN
D

ELSSO
H

N
 B

ARTH
O

LD
YFELIX JL

I'll love you そ
の

声
に

愛
を

溶
か

し
て

　
降

り
注

ぐ
幸

福
に

　
永

遠
を

唄
お

う
e,o,p

144
2003

幸
せ

を
あ

り
が

と
う

ケ
ツ

メ
イ

シ
ケ

ツ
メ

イ
シ

ケ
ツ

メ
イ

シ
君

が
くれ

た
幸

せ
を

　
今

　
あ

り
の

ま
ま

に
形

に
し

よ
う

　
誓

い
合

っ
て

く
c,e,g,p

ず
っ

と
續

く幸
せ

を
　

今
　

神
の

前
に

約
束

し
よ

う
　

二
人

の
た

め
に

　
今

145
2003

魔
法

の
言

葉
～

w
ould you m

erry?～
D

o as infinity
D

・A・I
D

・A・I
"w

ould you m
arry m

e? honey" お
め

で
と

う
　

今
や

っ
と

出
逢

え
た

　
魔

法
の

言
葉

b,e,i
と

て
も

さ
さ

い
な

始
ま

り
が

ほ
ら

　
と

て
も

大
き

な
愛

に
変

っ
て

い
く

146
2003

母
と

娘
の

デ
ュ

エ
ッ

ト
お

け
い

さ
ん

と
安

倍
な

つ
み

つ
ん

く
小

室
等

娘
：お

母
さ

ん
　

今
日

ま
で

　
あ

り
が

と
う

　
明

日
か

ら
も

　
よ

ろ
し

くね
b,d,f,l

母
：あ

な
た

の
　

元
気

が
　

大
好

き
よ

　
結

婚
し

て
も

　
遊

び
ま

し
ょ

う
147

2003
嫁

ぐ
日

よ
村

田
英

雄
二

階
堂

伸
市

川
昭

介
俺

と
お

前
の

　
苦

労
を

抱
い

た
　

嫁
ぐ

娘
の

　
晴

れ
姿

b,d,j,l
148

2004
永

遠
と

と
も

に
コ

ブ
ク

ロ
小

渕
健

太
郎

小
渕

健
太

郎
共

に
歩

き
　

共
に

探
し

　
共

に
笑

い
　

共
に

誓
い

　
共

に
感

じ
　

共
に

選
び

　
共

に
泣

き
　

共
に

背
負

い
I,p

共
に

抱
き

　
共

に
迷

い
　

共
に

築
き

　
共

に
願

い
　

そ
ん

な
日

々
を

描
き

な
が

ら
149

2004
Long Road

チ
ェ

ッ
カ

ー
ズ

藤
井

郁
弥

藤
井

尚
之

Long road this long road 共
に

歩
い

て
ほ

し
い

c,e,o
150

2004
甘

え
ん

ぼ
大

塚
愛

愛
愛

幸
せ

だ
な

ぁ
っ

て
こ

と
　

忘
れ

な
い

よ
、

忘
れ

な
い

　
a,b,d,j

151
2004

結
婚

闘
魂

行
進

曲
「マ

ブ
ダ

チ
」

気
志

團
綾

小
路

翔
綾

小
路

翔
三

三
九

度
で

　
そ

こ
の

新
郎

に
告

ぐ
　

迷
わ

ず
行

け
よ

　
男

だ
っ

た
ら

合
緑

奇
緑

　
そ

こ
の

新
婦

に
告

ぐ
　

行
け

ば
わ

か
る

さ
　

手
鍋

下
げ

て
も

152
2004

３
月

 ９
日

レ
ミ

オ
ロ

メ
ン

藤
巻

亮
太

藤
巻

亮
太

新
た

な
世

界
の

入
口

に
立

ち
　

気
づ

い
た

の
は

１
人

じ
ゃ

な
い

っ
て

こ
と

c,e
瞳

を
閉

じ
れ

ば
あ

な
た

が
　

ま
ぶ

た
の

う
ら

に
い

る
こ

と
で

　
ど

れ
ほ

ど
強

くな
れ

た
で

し
ょ

う
あ

な
た

に
と

っ
て

私
も

そ
う

で
あ

り
た

い
153

2005
い

つ
い

つ
ま

で
も

川
江

美
奈

子
川

江
美

奈
子

川
江

美
奈

子
ね

ぇ
　

こ
こ

か
ら

は
　

と
な

り
に

並
び

　
旅

を
し

よ
う

　
い

つ
い

つ
ま

で
も

c,e,p
154

2005
Story

AI
AI

2 SO
U

L for 2 SO
U

L M
U

SIC
.IN

C
.

1人
じ

ゃ
な

い
か

ら
　

私
が

キ
ミ

を
守

る
か

ら
155

2005
た

し
か

な
こ

と
小

田
和

正
小

田
和

正
小

田
和

正
時

を
超

え
て

君
を

愛
せ

る
か

　
本

当
に

君
を

守
れ

る
か

　
空

を
見

て
考

え
て

た
　

君
の

た
め

に
今

何
が

で
き

る
か

e,g,p
忘

れ
な

い
で

　
ど

ん
な

時
も

　
き

っ
と

そ
ば

に
い

る
か

ら
156

2005
Sim

ple
M

r.children
Kazutoshi Sakurai

Kazutoshi Sakurai 
10年

先
も

20年
先

も
　

君
と

生
き

れ
た

ら
い

い
な

　
悲

し
み

を
連

れ
　

遠
回

り
も

し
た

ん
だ

け
ど

e,p
探

し
て

た
も

の
は

　
こ

ん
な

シ
ン

プ
ル

な
も

の
だ

っ
た

ん
だ

157
2005

ジ
ュ

ー
ン

ブ
ラ

イ
ド

～
あ

な
た

し
か

見
え

な
い

～
三

枝
夕

夏
IN

 ｄｂ
三

枝
夕

夏
徳

永
暁

人
信

じ
合

い
な

が
ら

　
二

人
い

つ
ま

で
も

　
ジ

ュ
ー

ン
ブ

ラ
イ

ド
　

I'll be w
ith you

e,o,p
158

2005
等

身
大

の
ラ

ブ
ソ

ン
グ

Aqua Tim
ez

太
志

太
志

俺
は

何
も

言
わ

ず
に

抱
き

し
め

る
か

ら
　

お
前

は
俺

の
腕

の
中

で
幸

せ
な

女
に

な
れe,g

159
2005

指
輪

navy&ivory
吾

郷
水

木
生

吾
郷

水
木

生
白

い
ド

レ
ス

も
　

綺
麗

な
メ

イ
ク

も
　

今
日

限
り

だ
け

れ
ど

b,e,g,p
左

手
に

光
る

　
銀

の
指

輪
は

　
ず

っ
と

君
だ

け
の

も
の

[あ
な

た
と

出
逢

え
て

私
、

幸
せ

で
し

た
」と

思
わ

れ
る

よ
う

に
惜

し
み

な
く愛

を
注

ぐ
か

ら

 



160
2005

あ
な

た
と

私
に

で
き

る
こ

と
安

藤
裕

子
安

藤
裕

子
安

藤
裕

子
い

つ
も

ふ
た

り
で

い
よ

う
よ

、い
つ

も
ふ

た
り

で
い

て
よ

ね
c,e

161
2006

君
の

帰
る

場
所

時
任

三
郎

中
島

文
明

中
島

文
明

ど
ん

な
と

き
も

　つ
な

い
で

る
　い

つ
の

日
も

忘
れ

な
い

で
よ

　君
の

帰
る

場
所

が
c,e

こ
の

胸
に

あ
る

こ
と

162
2006

マ
マ

の
結

婚
坂

田
お

さ
む

坂
田

修
坂

田
修

マ
マ

　世
界

一
　素

敵
な

花
嫁

よ
　胸

を
張

っ
て

言
え

る
の

は
あ

な
た

の
娘

だ
か

らd,f,l
マ

マ
　お

め
で

と
う

　マ
マ

　お
め

で
と

う
163

2006
マ

サ
オ

青
春

愚
連

隊
秋

元
康

山
崎

燿
マ

サ
オ

　し
あ

わ
せ

に
な

れ
！

お
ま

え
は

み
つ

け
た

ん
だ

　Love!
a,d,j,k

164
2006

Precious
伊

藤
由

奈
Kei Noguchi

Hayato Tanaka
信

じ
よ

う
　ふ

た
り

だ
か

ら
　愛

し
あ

え
る

　永
遠

に
　つ

な
い

だ
　こ

の
手

を
も

う
e,g,p

離
さ

な
い

　誓
う

　two of us　ふ
た

つ
重

ね
た

想
い

が
　今

ひ
と

つ
の

形
に

変
わ

る
　Just the two of us

165
2006

ア
ン

マ
ー

か
り

ゆ
し

58
前

川
真

悟
前

川
真

悟
ア

ナ
タ

の
も

と
に

生
ま

れ
落

ち
た

こ
と

は
　こ

ん
な

に
も

幸
せ

だ
っ

た
f,l

166
2006

純
恋

歌
湘

南
乃

風
湘

南
乃

風
湘

南
乃

風
今

す
ぐ

会
い

に
行

くよ
　手

を
繋

い
で

歩
こ

う
　絶

対
離

さ
な

い
　そ

の
手

ヨ
ボ

ヨ
ボ

に
な

っ
て

も
a,e,g,p

白
髪

の
数

喧
嘩

し
て

　し
わ

の
分

だ
け

の
幸

せ
　二

人
で

感
じ

て
生

き
て

行
こ

う
ぜ

167
2006

し
る

し
M

r.children
Kazutoshi Sakurai

Kazutoshi Sakurai 
ダ

一
リ

ン
ダ

一
リ

ン
　い

ろ
ん

な
角

度
か

ら
君

を
見

て
き

た
e,p

共
に

生
き

れ
な

い
日

が
來

た
っ

て
　ど

う
せ

愛
し

て
し

ま
う

と
思

う
ん

だ
168

2007
青

い
鳥

CO
LO

R
ATSUSHI　

江
上

浩
太

郎
壊

れ
な

い
愛

だ
と

感
じ

た
　教

え
て

くれ
た

ん
だ

　無
償

で
愛

せ
る

こ
と

を
e,o,p

僕
に

と
っ

て
　家

族
と

は
幸

せ
を

運
ん

で
くれ

る
　青

い
鳥

の
よ

う
…

169
2007

M
y hom

e
FUNKY M

O
NKEY BABYS

FUNKY M
O

NKEY BABYS
FUNKY M

O
NKEY BABYS

父
よ

　母
よ

　あ
な

た
た

ち
の

大
き

な
愛

情
で

　こ
ん

な
に

立
派

に
育

ち
ま

し
た

f,l,o
い

と
お

し
い

人
に

支
え

ら
れ

て
　そ

れ
だ

け
で

幸
せ

な
気

持
ち

に
な

れ
る

ん
で

す
170

2007
キ

セ
キ

G
ReeeeN

G
ReeeeN

G
ReeeeN

上
手

くい
か

な
い

日
だ

っ
て

2人
で

い
れ

ば
 晴

れ
だ

っ
て

 喜
び

や
悲

し
み

も
全

て
分

け
合

え
る

e,p
君

が
居

る
　か

ら
 生

き
て

い
け

る
　か

ら
 だ

か
ら

い
つ

も
そ

ば
に

居
て

よ
　愛

し
い

君
へ

 最
後

の
一

秒
ま

で
171

2007
ウ

エ
デ

ィン
グ

ソ
ン

グ
齋

藤
和

義
一

倉
宏

齋
藤

和
義

そ
の

人
と

選
ん

だ
　人

生
が

い
ま

は
じ

ま
る

d,j
だ

れ
も

し
あ

わ
せ

し
か

　い
ら

な
い

だ
ろ

う
　そ

れ
だ

け
を

祈
る

だ
ろ

う
172

2007
薬

指
の

決
心

DREAM
 CO

M
E TRUE

吉
田

美
和

吉
田

美
和

ず
っ

と
一

緒
ね

　小
さ

な
宝

石
に

誓
っ

て
　ず

っ
と

一
緒

ね
　輝

く宝
石

に
誓

っ
て

c,e,I,p
173

2007
あ

な
た

に
サ

ラ
ダ

DREAM
 CO

M
E TRUE

吉
田

美
和

中
村

正
人

世
界

で
い

ち
ば

ん
あ

な
た

が
好

き
よ

　世
界

で
い

ち
ば

ん
お

い
し

い
で

し
ょ

c,e,I,o
174

2007
幸

せ
に

な
っ

ち
ゃ

え
よ

ロ
ク

セ
ン

チ
中

原
明

彦
中

原
明

彦
こ

れ
か

ら
ず

っ
と

ず
っ

と
ふ

た
り

で
　曇

り
の

ち
晴

れ
で

抱
き

し
め

あ
っ

て
　幸

せ
に

な
っ

ち
ゃ

え
よ

d,k
175

2007
あ

り
が

と
う

大
橋

卓
弥

大
橋

卓
弥

大
橋

卓
弥

頼
り

な
か

っ
た

僕
も

少
し

大
人

に
な

り
　そ

ろ
そ

ろ
い

い
年

で
し

ょ
う

　楽
し

く暮
ら

し
て

くだ
さ

い
f,h,l

僕
な

ら
も

う
大

丈
夫

だ
か

ら
　あ

な
た

の
元

に
生

ま
れ

本
当

に
よ

か
っ

た
と

今
こ

う
し

て
胸

を
張

っ
て

言
い

き
れ

る
（中

略
）

今
　心

か
ら

あ
り

が
と

う
176

2007
ふ

た
り

で
い

い
じ

ゃ
な

い
鈴

木
雅

之
＆

島
谷

ひ
と

み
秦

建
日

子
・松

尾
潔宇佐

美
秀

文
ふ

た
り

で
い

い
じ

ゃ
な

い
　ふ

た
り

が
い

い
じ

ゃ
な

い
c,e

177
2008

あ
ず

け
て

ご
ら

ん
TUBE

前
田

亘
輝

春
畑

道
哉

き
っ

と
き

っ
と

で
き

る
か

ら
　そ

の
す

べ
て

あ
ず

け
て

ご
ら

ん
c,e

 



178
2008

愛
を

こ
め

て
花

束
を

Superfly
越

智
志

帆
/多

保
孝

一
/い

し
わ

た
り

淳
治

多
保

孝
一

愛
を

こ
め

て
花

束
を

大
袈

裟
だ

け
ど

受
け

取
っ

て
　理

由
な

ん
て

訊
か

な
い

で
ね

c,e,p
今

だ
け

忘
れ

て
　笑

わ
な

い
で

受
け

止
め

て
　本

当
の

私
を

　い
つ

ま
で

も
そ

ば
に

い
て

179
2008

あ
り

が
と

う
ｆlow

Kohshi AsakawaTakeshi Asakawa/Koshi Asakawa
あ

り
が

と
う

　心
か

ら
　こ

み
上

げ
る

気
持

ち
を

　今
あ

り
の

ま
ま

に
e,f,g,p

流
し

た
涙

と
そ

の
笑

顔
を

　も
う

二
度

と
離

さ
な

い
よ

　伝
え

た
い

ん
だ

　こ
の

想
い

を
…

180
2008

う
れ

し
くて

さ
み

し
い

日
竹

内
ま

り
や

竹
内

ま
り

や
竹

内
ま

り
や

あ
な

た
の

選
ん

だ
人

だ
も

の
　き

っ
と

幸
せ

に
な

っ
て

ね
　役

目
終

え
た

私
た

ち
か

ら
　送

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

は
　心

か
ら

の
「お

め
で

と
う

！
」

b,d,j,k
181

2008
バ

トン
タ

ッ
チ

JULEPS
秋

元
康

杉
山

勝
彦

世
界

で
い

ち
ば

ん
愛

し
い

人
　生

ま
れ

て
くれ

て
　あ

あ
　あ

り
が

と
う

f,o
182

2008
1/6000000000　feat.C＆

K
九

州
男

九
州

男
,CLIEVY,KEEN

九
州

男
、CLIEVY、KEEN、AILI

疲
れ

果
て

た
背

中
を

合
わ

せ
愛

を
奏

で
る

　安
ら

ぐ
木

陰
で

　君
の

お
か

げ
で

明
る

い
明

日
を

描
け

る
b,e,p

183
2009

I W
ISH

M
AY'S

片
桐

舞
子

NAUGHTY BO
-Z

I wish I wish, I wish you'll be together 変
わ

り
ゆ

く時
間

の
中

で
　Never, ever 変

わ
る

こ
と

な
く手

を
つ

な
い

で
い

よ
う

　ず
っ

と
・・・　I wish

c,e,p
184

2009
Celebrate

DEEN
池

森
秀

一
山

根
公

路
愛

し
て

る
ず

っ
と

愛
し

て
る

　幸
せ

に
な

ろ
う

い
つ

の
日

も
c,d,e,p

185
2009

純
也

と
真

菜
実

Hilcrhym
e

TO
C

DJ KATSU
な

あ
親

愛
な

る
友

へ
　何

処
へ

行
こ

う
と

お
前

の
も

と
へ

届
け

る
　こ

の
曲

「純
也

と
真

奈
美

」こ
の

先
も

永
遠

に
続

くこ
の

物
語

d,j,k,p
186

2009
Love Forever

清
水

翔
太

×
加

藤
ミリ

ヤ
M

iliyah・Shota Shim
izu

M
iliyah・Shota Shim

izu君
と

出
会

え
て

よ
か

っ
た

　切
な

い
け

れ
ど

よ
か

っ
た

e,p
187

2009
あ

な
た

の
か

わ
い

い
人

吉
田

美
和

吉
田

美
和

吉
田

美
和

あ
な

た
だ

け
の

、一
生

あ
な

た
だ

け
の

　か
わ

い
い

人
に

し
て

!
a,c,e,p

188
2009

Good luck m
y sister

チ
ャ

ッ
トモ

ン
チ

ー
高

橋
久

美
子

橋
本

絵
莉

子
Happy wedding, good luck m

y sister!! 誰
よ

り
も

祈
っ

て
る

　世
界

中
で

涙
が

一
番

綺
麗

な
日

b,f,m
190

2009
ハ

ッ
ピ

ー
・ウ

エ
デ

ィン
グ

馬
場

俊
英

馬
場

俊
英

馬
場

俊
英

今
日

は
僕

た
ち

の
　友

達
の

ウ
エ

デ
ィン

グ
パ

ー
テ

ィー
　学

生
た

ち
の

最
後

の
恋

の
結

末
を

み
ん

な
で

見
届

け
る

b,d,k
191

2009
出

会
え

て
よ

か
っ

た
トモ

と
ス

ザ
ン

ヌ
カ

シ
ア

ス
島

田
高

原
兄

トモ
）結

婚
し

よ
う

　ス
ザ

ン
ヌ

）結
婚

し
よ

う
　トモ

＆
ス

ザ
ン

ヌ
）ウ

ェデ
ィン

グ
ベ

ル
が

聞
こ

え
る

a,c,e
192

2009
Butterfly

木
村

カ
エ

ラ
木

村
カ

エ
ラ

末
光

篤
Butterfly 今

日
は

今
ま

で
の

 ど
ん

な
君

よ
り

　素
晴

ら
し

い
　赤

い
糸

で
結

ば
れ

て
く　光

の
輪

の
な

か
へ

d,k
193

2009
は

な
む

け
テ

ゴ
マ

ス
板

橋
カ

ナ
オ

ヒ
ロ

イ
ズ

ム
始

ま
り

の
鐘

が
鳴

っ
て

　長
い

道
歩

き
出

し
た

　永
遠

の
喜

び
願

う
よ

d,k
一

度
き

り
特

別
な

日
　心

か
ら

想
い

こ
め

て
　贈

り
た

い
　は

な
む

け
の

う
た

を
　二

人
に

194
2009

た
ん

ぽ
ぽ

遊
助

遊
助

イ
イ

ジ
マ

ケ
ン

/ピ
エ

ー
ルあ

ん
が

と
な

お
や

じ
と

　生
ん

で
くれ

た
お

袋
　な

ん
だ

か
ん

だ
俺

で
も

こ
い

つ
見

つ
け

た
f,I,l

昔
か

ら
の

仲
間

や
　世

話
に

な
っ

た
方

々
　こ

れ
か

ら
も

様
々

な
事

が
あ

る
で

し
ょ

う
195

2009
ア

ベ
マ

リ
ア

M
INM

I
M

INIM
I

M
INM

I
ア

ベ
マ

リ
ア

　チ
ャ

ベ
ル

の
二

人
は

白
い

光
に

囲
ま

れ
b,f,I,l

幼
き

憧
れ

　店
の

ベ
ー

ル
が

降
り

て
ゆ

くAh出
会

い
か

ら
こ

こ
ま

で
来

る
な

ん
て

パ
パ

　マ
マ

　あ
り

が
と

う
　今

ま
で

の
日

々
全

て
意

味
が

あ
っ

た
の

　今
わ

か
っ

た
の

　I find love
196

2010
も

っ
と

強
く

EXILE
ATSUSHI

Daisuke Kahara
い

つ
の

日
に

か
 僕

ら
は

も
っ

と
強

くな
れ

る
　愛

を
知

る
た

め
に

 も
っ

と
強

く 生
き

て
行

こ
う

e,g
197

2010
ふ

う
ふ

誕
生

の
う

た
原

田
郁

子
細

川
美

和
子

HILL M
ILDRED/HILL PATTY SM

ITH
happy wedding　ふ

た
り

happy wedding　ふ
た

り
　ひ

と
り

と
ひ

と
り

が
ふ

た
り

に
happy wedding　

b,d,o
198

2010
ウ

エ
デ

ィン
グ

SO
NG

キ
ャ

ラ
メ

ル
ペ

ッ
パ

ー
ズ

キ
ャ

ラ
メ

ル
ペ

ッ
パ

ー
ズ

キ
ャ

ラ
メ

ル
ペ

ッ
パ

ー
ズ

あ
な

た
の

夢
は

僕
の

夢
　僕

の
夢

は
あ

な
た

の
夢

　い
つ

ま
で

も
そ

ば
に

い
て

　チ
ャ

ペ
ル

に
幸

せ
の

鐘
が

響
くよ

c,e,p
199

2010
お

め
で

と
う

M
ASH

M
ASH

M
aster Elem

ents・M
ASH
今

、君
は

こ
の

世
界

永
遠

の
愛

を
知

る
ん

だ
　空

、天
使

が
舞

い
降

り
た

恋
の

矢
で

愛
を

射
る

ん
だ

d,j,k
200

2010
1017小

節
の

ラ
ブ

ソ
ン

グ
ス

キ
マ

ス
イ

ッ
チ

大
橋

卓
弥

/常
田

真
太

郎
同

じ
屋

根
の

下
で

ず
っ

と
笑

い
合

っ
て

い
た

い
よ

c,e,I,p
201

2010
bouquet

JUJU
Kiyosaku UezoKiyosaku Uezo

愛
の

結
晶

（か
け

ら
）を

　溢
れ

る
愛

の
言

葉
を

　束
ね

た
の

　思
い

を
　愛

の
花

束
を

b,o
202

2011
家

族
に

な
ろ

う
よ

福
山

雅
治

福
山

雅
治

福
山

雅
治

い
つ

か
父

さ
ん

み
た

い
に

大
き

な
背

中
で

　い
つ

か
母

さ
ん

み
た

い
に

静
か

な
優

し
さ

で
c,e,I,l

ど
ん

な
こ

と
も

越
え

て
ゆ

け
る

　家
族

に
な

ろ
う

よ

 



 


